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本報告書は、県営圃場整備事業に先立ち発掘調査のおこなわれた、山梨県北巨摩郡

大泉村谷戸地内の金生遺跡のうち、縄文時代の遺構・遺物についての成果をまとめた

ものであります。

金生遺跡は縄文時代と中世との主に二つの時期を中心とした遺跡でありますが、中

世遺構に関しましては昨年度に金生遺跡Ｉ（中世編)として刊行したところであり、今

回の縄文時代編はそれに続くものであります。

金生遺跡の縄文地区につぎましては、大規模な配石遺構をともなった後・晩期の集

落遺跡として調査中からも注目の的となり、関係機関の努力のもとに遺跡の一部3,40

0,2は工事から除外され保存措置が図られて来たものであります。その後1983年２月、

国史跡に指定されましたが、さらに翌1983年度には大泉村によりこの区域の公有地化

が行われ、現在整備事業が始まっているところであります。

発掘調査では後・晩期を中心に40軒を越える住居を始めとして、石棺墓や各種の石

組から構成された大規模な配石遺構が発見されました。この配石については、焼けた

人骨が出土するとともに立石や石棒といった特徴的な遺物が多いことから、特定の墓

を中心としたきわめて祭祁性の強い遺構とも考えております。さらに他の箇所からは、

石棺墓や土壌群が発見されており、全体としては居住区・墓域・祭祁域・広場といっ

た各種の場からなる縄文時代晩期集落の姿を窺うことができます。また200点を越え

る土偶や多くの土製耳飾り、さらには石剣・石棒類を含めた豊富な出土品も認められ

ました。特に土壌出土の１１５個体ものイノシシ幼獣の下顎骨からは、動物飼育や祭祁

の在り方にまで波及する重要な問題が提起されております。

これまで山梨県において縄文時代後期から晩期の遺跡はあまり知られておりません

でしたが、今回の金生遺跡の発見以後、八ケ岳山麓を中心に貴重な発見が相次ぎ、こ

の地域にあっても途切れることなく縄文集落が営まれてきたことが確認されておりま

す。今後縄文文化の研究にこれら金生遺跡の成果がご活用戴けるならば、これにまさ

る喜びはありません。

なお、発掘調査から報告書の刊行にいたるまで、多くの皆様方のご協力を戴いてき

たところであります。特に調査にあたっては遺跡の保存問題も含め、地元大泉村を始

めとして多くの機関・諸氏からご指導。ご協力を賜りました。末筆ながら厚く御礼申

し上げる次第であります。

1989年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義
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本書は、県営圃場整備事業に先立ち山梨県教育委員会文化課が実施した、北巨摩郡大泉村谷戸

字金生に所在する金生遺跡の発掘調査報告書である。

発掘調査は、1980年（昭和55年）５月８日から同年12月３日にわたり実施された。整理・報告
書作成については、山梨県埋蔵文化財センターが行った。

金生遺跡は、縄文時代後・晩期を中心とした集落吐であるＡ区と、その南に位置する中世遺構

の発見されたＢ区とに区別されるが、本書はＡ区の調査成果についてまとめた「縄文時代編」
の報告書である。

Ｂ区については、金生遺跡Ｉ（中世編）として、1987年度に刊行されている。

本書の執筆は新津健が行なったが、Ⅳ章～Ⅵ章については分析を依頼した次の方々に執筆い
ただいた。

Ⅳ章梶原洋氏（石器使用痕）

Ｖ章西宮克彦氏（石材と産地）

Ⅵ章金子浩昌氏（獣骨）

編集は新津健・八巻興志夫が行なった。

本遺跡から出土した遺物および写真・図面等は、山梨県埋蔵文化財センターに保管してあるが、

遺物の一部については山梨県立考古博物館と大泉村歴史民俗資料館に展示されている。

石器・石製品については、帝京大学山梨文化財研究所河西学氏に石質鑑定をお願いした。

写真撮影について、図版32の土偶は日本写真家協会会員塚原明生氏によるものである。

発掘調査および報告書作成にあたっては、関係諸機関・地元・多くの研究者の方々から御指導・

御協力を賜った。厚く感謝申し上げる。

６
７
８

凡 例

１遺構・遺物の縮尺は原則として次のとおりである。

［遺構］全体図1/200、住居杜1/60,配石遺構l/６０．１/100、石組遺構1/60,集石遺構l/60、

土壌l/６０

［遺物］土器実測図1/4、土器拓本1/3、士製品1/２．１/３，石器1/１．５．１/２．１/３．１/6、

石製品1/１．５．１/３．１/５

２遺構断面図中のレベルポイント部分にある数字は、標高を表す。

３遺構平面図中の特殊遺物については次のとおり表現した。

●土製耳飾、■土偶、◎士製品（勾玉・土版・土錘・ミニチュア土器)、★硬玉製垂飾品、

▲石剣

４住居吐内の柱穴等の深度については、第III章第１節の最後に一覧表として、まとめてある。

５遺構内より出土した土器のうち実測図で表わしたものについては、各遺構ごとの通し番号を付

した。例えば、0101は１号住居の１号土器、HO502は５号配石の２号土器を意味する。
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第Ｉ章調査の経過と概要

第１節調査に至る経緯

金生遺跡は、山梨県北巨摩郡大泉村谷戸字金生に位置している。昭和54年１０月、山梨県農務部耕地課から

県教育委員会文化課に、この地域一帯の県営圃場整備事業計画についての事前協議がなされた。そこで文化

課で、計画予定地内の分布調査を実施したところ、土器の分布が確認できたことから、同年１１月から12月に

かけてさらに詳細な試掘調査を実施し、遺跡の範囲や時代の把握に努めた。その結果、標高760～780ｍを測

る尾根上に位置する、およそ２ｈａの範囲に広がる、縄文時代後・晩期と中世の遺跡であることが判明した。

このうち中世の遺構については、本遺跡の南西に隣接している「深草館跡」と称される長坂町指定史跡の

外郭部に当たり、その重要性は極めて高いと判断されたことから、現状保存にむけての協議が、県文化課・

県耕地課および峡北土地改良事務所・大泉村教育委員会および土地改良区により繰り返された。その結果、

中世遺構部分については、やむを得ず工事で削平される北側の最小部分について発掘調査を行ない、他の箇

所は工事や、後の耕作により遺構に影響をおよぼさない厚さで盛士保存を図ることで調整が行なわれた。一

方、縄文時代の遺構部分については、その箇所の土を中世の保存部分に用いることから、全面的に発掘調査

を実施することとなった。

この協議結果に基づき、山梨県教育委員会文化課により昭和55年５月８日から同年12月３日まで発掘調査

が実施された。

文化財保護法に基づく手続き

昭和55年４月１９日山梨県知事工事計画書を文化庁長官宛に提出

〃 山梨県教育委員会教育長発掘通知を文化庁長官宛Ｉこ提出

昭和55年８月１１日文化庁より発掘通知の受理通知が入る

昭和55年12月12日山梨県教育委員会教育長遺物発見通知を長坂警察署長宛に提出

第２節調査の方法と概要

（１）発掘調査の経過

本調査対象地区は、全体で約10,000,2であるが、このうち北側の6,000m愚が縄文時代の遺跡、南側の4,000

,2が中世の遺跡である。縄文時代の遺跡がある地区をＡ区、中世の地区をＢ区として調査を進め、以後の略

報でもこの区分を用いて金生遺跡の紹介を行なってきたが、Ｂ区については、昭和63年度に報告書が刊行さ

れている（山梨県埋蔵文化財セソター調査報告書第39集「金生遺跡Ｉ」（中世編）1988)。したがって、ここ

ではＡ区についての報告を行なう。

試掘調査の成果をもとに、遺物包含層ないし遺構確認面直上までは重機により排士を行ない、以下は人力

により掘り下げることとした。遺跡の標準層序は、第２図のとおりである。

重機による排士後、一辺を10ｍとする方眼を設定し調査を進めた。グリッド番号は、東西方向をアルファ

ベット、南北方向を数字で表現したが、実際は地区の関係から、アルファベットはＢからＧ，数字は３から

13までの間の組み合わせで表示することにした。例えば、Ｃ～７、Ｅ～12といったものであるが、必要に応

じてその方眼をさらに四等分し、左下から時計回りにｌ～４までの区画を設定した。Ｃ－７－１、Ｅ－ｌ２－

４というようにである。

調査の方法については、後述するように１号配石遺構を中心とした3,400,2の範囲については現状保存を

することとなったため、遺構下部の調査は行なわなかった。配石遺構については、その形状や組み合わせが

分かる程度で、また住居土止については床面ないし炉吐を認めた段階で調査を止めてある。今後の遺跡整備な

Ｉ



９

侭
３

２」

５

明（後期ないし晩期）３である。
第１図発掘区設定図（1/3,000）

［配石遺構］５基。１号は後期後半から

晩期前半にかけてのもの。２号・３号は晩期後半、４号。５号は晩期前半に、それぞれ属すものであろう。

［石組遺構］１５基。後期から晩期。

［土壌］８基（中期終末２、他は後期から晩期）

なお、発掘調査終了後現在まで、金生遺跡に関する成果について整理途中ではあるが、いくつか発表され

ている。遺構の数や時期について、統一を欠いている場合もあるが、今回の報告書の記述をもって正式な成

果としたい。以下、これまでの文献を記しておく。

①大泉村教育委員会『金生遺跡』１９８１

②座談会「八ヶ岳南麓・金生遺跡と縄文晩期の地域的諸問題」「どるめん』２９号１９８１

③新津健・八巻与志夫．山下孝司「山梨県金生遺跡」『日本考古学年報」３３１９８３

④新津健「金生遺跡発見の中空土偶と２号配石」『研究紀要』l山梨県立考古博物館・山梨県埋蔵文

化財セソター１９８３

⑤日本考古学協会昭和59年度大会資料シンポジウム『縄文時代集落の変遷』１９８４

（３）発掘調査後の経過

発掘調査が進むにつれ、縄文時代後期・晩期を中心とした大規模な集落杜であることが分かってきた。山

梨県教育委員会では、文化庁の指導や研究者・研究団体の助言を受け、全国的にみても極めて貴重な遺跡で

どに伴う調査で、それ以上の検討を行なえ

ば良いと考えたからである。そのほかの地

区については工事対象となることから、住

居では配石部や床面を剥ぎ、柱穴の検出に

努め、配石遺構については全て石をはずす

等、遺構下部の状況を確認した。

遺構の発掘後は、個々の写真撮影・図面

作成・航空写真撮影などの記録作業を経て、

調査を終了した。なお、Ａ区、Ｂ区をあわ

せた金生遺跡全体の調査経過は以下のとお

りである。

Ａ区の調査

昭和55年７月１日～11月30日

Ｂ区の調査

昭和55年５月８日～８月１２日

１０月１１日～12月３日

（２）発掘調査の概要

調査により発見された遺構は全て縄文時

代のものである。それらは以下のとおりで

ある。

［住居吐］合計41基が発見された。内訳

は前期１（花積下層式期）、中期２（曽利

Ｉ式期１，曽利II式期ｌ）、後期1１（堀之

内式期３，加曽利Ｂ式期４，後半期４）、

晩期１６（前半期12、後半期４）、後期後半

から晩期前半７，晩期前半から後半１，不

ｑ
~Q‐

Ｉ

ﾉ２

７０

９

０

Ｂ区

２

園保存区域唾
（史跡指定地）

ｌ
く

Ｂ区Ｂ区

Ｃ

100ｍ



第２図層序（1/40）
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士層

1.表土(耕作土）

2.黄褐色土(水田床土）３．

４.黄褐色士（ローム漸移層）

6.黄褐色士（ローム漸移層）

7.ローム層８．焼士

3.黒褐色土

§）５.黒色士
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川直司・谷戸武人・平井由美子・清水ちさと。三井静樹・浅川米子・清水信章・中島秀人・

三井はまじ・三井澄子・浅川ぎよ美・由井峰雄・藤原満

整理作業員斉木千枝子・渡辺かほる・宮川菊江・斎藤寿子・宮川ざとる・弦間千鶴・武川ます美・山崎

梅子・五味芳子・柏木まつ江・遠藤映子

指導・助言文化庁（河原純之主任文化財調査官・西弘海文化財調査官）

八幡一郎・斎藤忠・江坂輝弥・戸沢充則・金子浩昌・小林達雄

協力機関山梨県農務部（耕地課・峡北土地改良事務所）・大泉村役場・大泉村教育委員会・大泉村土

地改良区・大泉村城南地区

あるとの認識にたち、その保存に向けての協議を調査途上か

ら開始した。県農務部および、大泉村等との度重なる会議を

経て、最終的には遺構の中心部ともいうべき地区3,400,2が、

圃場整備事業工事から除外されることとなった（第１図）。

地元城下地区の地権者をはじめとした大泉村のご理解と英断

のたまものとも言えるものである。

調査終了後、保存地区はただちに埋め戻しが行なわれた。

その後、大泉村により保存地区の地権者の承諾等の手続きが

とられ、国に対して史跡指定の申請が提出された。その結果、

昭和58年２月、史跡指定の告示に至った。さらに昭和58年度

には、国および県の補助を受け大泉村により、指定地域の公

有地化が図られ、昭和63年度からは史跡整備が開始されてい

る。

（４）調査組織および協力者

調査主体山梨県教育委員会

調査担当者新津健（山梨県教育委員会文化課文化財

主事）

八巻輿志夫（〃）

調査員山下孝司・小林義典・岩山真理子・牛沢百合

子・ＲｏｌｆＦｕｘ

調査補助員畑大介・小栗信一郎・伊藤正幸・白井満・

箕輪伸・加藤光子・谷美雪・日向千恵・星野

徳一・漢那早見・中山直治・土屋文子・田中

和彦・清水伊万里・新井麻美・岡田典子・代

永美代子・宮崎知典・酒井哲嗣・小野寺裕子。

流石三夫・吉田哲志・島本弥生

作業員平井仁志・藤原芳郎・浅川晃障・浅川英三・

進藤久・浅川洋子・浅川美代・中島ねのえ。

浅川もとじ・山口淑江・浅川つた子・浅川満

江・浅川けさ子・三井春子・浅川とくえ・浅

川日出子・浅川照子・細田茂登枝・細田みぎ

わ・浅川輝江・浅川久代・浅川宏・大柴とし

江・田中真理江・川名隆宏・石原泰一・細田

絹代・細田和哉・小池ともえ・藤森房子・浅

川喜子・平井一仁・宮沢康司・浅川広夫・浅

・清水ちさと。三井静樹・浅川米子・清水信章・中島秀人。
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第II章地理的環境

第１節遺跡の立地

山梨県の北部から長野県にかけて、広大な裾野が発達する複式火山「八ヶ岳」が峰を並べている。この裾

野一帯は、山梨長野を含め、近年リゾート地として注目され始め、一部には開発がさかんに進められている

地域であるが、遺跡が密集する地域としてもよく知られている。ことに山梨県側である南麓には旧石器時代

から縄文時代を経て、平安時代さらには戦国時代にいたるまでの遺跡が数多く残されている。大泉村は、こ

の南麓のほぼ中央部に位置しているが、標高1,000ｍ前後に自然湧水地帯があり、幾つかの河川の源となっ

ている。ちなみに「大泉村」という名称も、村内にある大湧水に起因している。このような湧水より流れ出

す大小の河川により開析された谷と交互に、北から南に傾斜する細長い尾根が発達している。金生遺跡も、

両側を谷に挟まれた標高760ｍ～780ｍを測る幅120ｍ程の尾根上に立地している。西側の谷面には水田が発

達しているが、冬場でも水がしみだしており「湿田」の様相を呈していた。この谷と尾根との比高差は３～

５ｍで、尾根から谷に向かい緩やかな傾斜で落ち込んでいる。縄文時代の金生集落にとって、この谷が水場

であるとともに、生産にかかわる場としても重要な役割を果たしていたことが推測される。

なお、この西側の谷には西衣川、東側には東衣川が流れており、その流域には水田が形成されている。ま

た、遺跡のある尾根上についても、一部桑畑として利用されている他は水田である。

第２節周辺の遺跡

1989年時点で大泉村には72箇所の遺跡が知られている（注１）。これらの遺跡の大部分は幾つかの時代の

重なる複合遺跡である。これらを時代別にみると、縄文時代61、弥生時代５，古墳時代１，平安時代35、中

世39である。縄文時代が突出し、平安から中世がこれに続くことが分かる。このような傾向は、隣接する高

根町や小淵沢町にも共通することから、八ヶ岳南麓地域に共通する傾向と言えよう。弥生時代後期から古墳

時代の遺跡は大泉村では非常に少ないが、同じ南麓地域でも、標高が下がるにつれ、遺跡数が増える傾向が

ある。いまのところ、弥生後期の住居虻が発見された遺跡のうち最も高い位置にある遺跡は、標高720ｍの

長坂町柳坪遺跡（注２）である。現在この八ヶ岳山麓地域は稲作が盛んであるが、標高750ｍを越える所で

は、夏場の気候によっては冷害をこうむることもある。稲作を受容し、それに生活の糧を求めようとした当

初の時代にあっては、やはり米作りには適さない地域であったようである。その結果が、弥生時代後期から

古墳時代にかけての遺跡が非常に少ないと言う、遺跡分布の特徴として表れてくるのであろう（注３）。と

ころが、平安時代になると、遺跡数が急激に増加する。新たな耕地や牧地を求めて、この山麓に開墾の鍬が

下ろされ、たくさんの集落が形成されるのである。この歴史的な背景については今後の課題でもあるが、次

の中世における遺跡数の多さも、この時代の開発が基盤となっているとも言えよう。

さて、周辺の主な遺跡について概観してみよう（第３図)。まず、金生遺跡と同じ後期・晩期の大きな遺

跡としては、約４１m､南西に長坂上条遺跡がある（１５)。これは学史的にも著名な、後期初頭から晩期終末・

弥生中期の土器を出す、配石遺構を伴った遺跡である（注４）。また、北東およそ３１，，には後期初頭から晩

期前半の、石棺墓を伴う大規模な配石遺構の発見された高根町石堂遺跡（17）（注５）がある。その他、後

期中葉の石棺墓群で有名になった高根町青木遺跡（16）（注６）、発掘はまだ実施されていないが、後期初頭

から晩期までの土器が見られる長坂町夫婦石遺跡（14）などは大規模な集落吐とみられる遺跡である。この

ような遺跡が３～５ｋmの単位でみられるのに対して、金生遺跡に近い周囲には、より規模の小さい遺跡がい

くつか認められている。金生の北西500ｍには、後期前半と中頃の住居が１軒ずつ発見された豆生田第三遺

跡（８）（注７）、これからさらに西500ｍには、後期住居８軒の長坂町別当遺跡（７）がある。また、金生

‘
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ｌ余生遺跡（縄文・中世）

２深草館跡（中世）

３小和田遺跡（中世）

４小和田館跡（中世）

５柳坪遺跡（縄文・平安）

６寺所遺跡（平安）

７別当遺跡（縄文）

８豆生田第三遺跡（縄文）

９城下遺跡（平安）
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夕

６
７
８
９
０

１
１
１
１
２

１
２
３
４
５

１
１
１
１
１

青木遺跡（縄文）

石堂遺跡（縄文）

甲ツ原遺跡（縄文）

木下・大坪遺跡（平安）

東原遺跡（平安）

天神遺跡（縄文）

姥神遺跡（縄文）

方城第一遺跡（縄文）

夫婦石遺跡（縄文）

長坂上条遺跡（縄文）

第３図金生遺跡の位置と周辺の遺跡
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注

『大泉村誌」上巻１９８９

山梨県埋蔵文化財セソター調査報告第１３集『柳坪遺跡』１９８６

新津健「八ケ岳南麓における縄文後。晩期の遺跡について」『甲斐考古』２１－２１９８４

大山柏・他「山梨県日野春村長坂上条発掘調査報告」『史前学雑誌」１３－３１９４l

雨宮正樹『西ノ原遺跡・石堂遺跡」高根町教育委員会・他１９８６

雨宮正樹・他「山梨県高根町青木遺跡調査概報」『山梨県考古学協会誌』第２号１９８８

櫛原功一『豆生田第三遺跡』大泉村教育委員会１９８６

櫛原功一『姥神遺跡』大泉村教育委員会１９８７

山梨県埋蔵文化財セソター「年報』ｌｌ９８４

伊藤公明『方城第一遺跡」大泉村教育委員会１９８８

注ｌに同じ

日本考古学協会昭和59年度大会資料『シンポジウム縄文時代集落の変遷」ｌ９８４

山梨県埋蔵文化財セソター調査報告第27集『寺所遺跡』１９８７

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
ｎ
週

６

遺跡の北約２１mnには、後期前半の住居３軒、中葉の住居５軒と配石遺構の発見された姥神遺跡（12）（注８）

がある。その他、分布調査の成果をも加えると、村内には後期の遺跡20数カ所が知られている。しかし、晩

期の遺跡は２カ所程度で、後期から晩期まで継続している遺跡は金生遺跡を除きほとんど見られない。こう

してみると、大規模な配石遺構を伴い、たくさんの土偶を出土した金生遺跡の性格は、周辺の遺跡との関わ

りの中から考えていくことが必要であろう。

一方、大泉村には注目すべき発掘成果のある遺跡が多い。まず、金生遺跡の北方約lhnには、前期諸磯式

期の住居49軒、土壌400基以上が調査された天神遺跡（１１）（注９）、東11,,には未調査ながら中期の大集落

とみられる甲ツ原遺跡（１８)、北1.7hnには中期後半の住居１２軒が後期の住居や配石遺構とともに発見された

姥神遺跡（12)、同じく北約２１，１には中期後半の住居７軒が、まばらながら環状に並ぶ方城第一遺跡（１３）

(注１０）などがある。縄文時代の集落の構成や変遷、さらには集落間の関係を考える上で実に良好な資料の

多い地域でもある◎現状における縄文時代の遺跡数については、早期５，前期26、中期41、後期22、晩期３

という調査結果がある（注11)。中期が突出し、前期と後期とが類似する傾向は山梨県全体にも共通してい

る（注１２)。

平安時代の遺跡発掘例も多い。金生遺跡Ｂ地区からも６軒が発見されているが、谷を隔てた東側の尾根上

には、住居杜30軒、建物跡３棟などから成る、集落のほぼ全体が調査された寺所遺跡（６）（注１３）がある。

また、金生遺跡と同じ尾根上で、北400ｍには20軒余りの住居と10数棟の建物跡の城下遺跡がある（６）。こ

れらを含め、八ケ岳南麓では多くの平安時代の遺跡が調査されているが、これらの大半は９世紀末から10世

紀初めにかけて出現したものという見方がある。この頃、この地域が一躍注目され始め、再び歴史の表舞台

に立ってくるのである。

さらに、中世後半・戦国期の遺跡も顕著に残されている。詳細は『金生遺跡Ｉ」（中世編）に述べられて

いるが、金生遺跡自体も長坂町指定史跡となっている「深草館」（２）の一部であるし、甲斐源氏の祖・逸

見清光の居館と伝えられている谷戸城（10）や、長坂町小和田館跡（４）小和田遺跡（３）などの館跡や中

世村落杜などがよく知られている。

以上のように、歴史的環境に恵まれた地域であるが、まだ調査は始まったばかりである。今後の調査・研

究に期待される点は大きい。



晩期前半の土器

清水天王山式土器

安行３ａ・大洞Ｂ式系土器

大洞ＢＣ式系土器

大洞Ｃｌ式系土器

安行３ｂ・３ｃ式系土器

「鍵の手」文土器（佐野Ｉ式系土器）

北陸系土器

東海系土器

条痕文士器

その他

晩期後半の土器

大洞Ｃ２式系土器

浮線網状文系土器

東海・西日本系土器

条痕文士器

無文士器

台付土器

紐線文士器

無文土器

本遺跡からは、住居杜41軒・配石遺構５基・石組遺構１５基・土壌８基などの遺構が発見された。また、そ

れらの遺構内や包含層中から多くの土器・石器を含む士製品・石製品、それに獣骨等の自然遺物が出土した。

以下これらについて順次報告する。なお、土器については次のように分類した。

器
器
器
類
類
器
類
類
類
器
類
類
類
類
類
類
類
類
類

士
士
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１
２
土
１
２
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１
２
３
４
５
６
７
８
９

群
群
群
群
群

１
２
３
４
５

第
第
第
第
第

前期の土器

中期の土器

後期前葉の土器

称名寺式土器

堀之内式土器

後期中葉の土器

加曽利Ｂ１式土器

加曽利Ｂ２式土器

加曽利Ｂ２～３式土器

後期後葉の土器

羽状沈線の土器

弧状沈線の土器

縄文の施された土器

安行系土器

東北系土器

東海・近畿系土器

沈線を持つ波状口縁深鉢形士器

磨消し縄文のつけられた壷形土器

有刻隆帯の土器

器
類
類
類
類
類
類
類
類
類
類
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類
類
類
類
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器
器
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３
４
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第III章発見された遺構・遺物

第１節住居jLl上

第１号住居杜（第４図）

発掘区の南西端、Ｅ－３区に位置する。5.9ｍ×6.0ｍを測る、胴の強く張った五角形を呈する住居である。

入り口から炉を通る主軸方向は、Ｎ－６２ｏ－Ｗであることから、住居の向きは東南東である。遺構検出面は

ローム直上の褐色土中であり、ここから床面までの深さは45cm～75cnlである。床はロームで堅いが、凹凸が

ある。炉は、主軸上のやや奥壁よりにある。直径１．４ｍ，深さ40cmの大きな掘り込み中に焼土が堆積してい

る。本来、石囲みであったと思われるが、石は残っていない。小穴は15個以上あるが、４本主柱であったと

思われる。周溝は、東壁側では壁直下にあるが、他では壁より離れ、巡っている。小穴の多いことと合わせ

ると、拡張などにより重複して使われた住居と見られる。南東隅の小穴中に埋設土器（第５図0101）が認め

られた。深鉢形土器の胴下半部である。このあたりが入り口であろう。他に炉の周辺を中心に士器が出土し

た。埋設土器や床面直上から出士した土器からみて、中期後半の住居とみなされる。

出土土器（第５図0101～0104）

0101は埋設土器である。胴上半部を欠くが、底部はある。上半には隆帯による渦巻き文があり、以下は細

い波状隆帯が垂下する。0102は、埋設士器のある小穴際にて、床面から浮いた状態で出土した、小型の深鉢

７
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第４図第１号住居杜（１／60）
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－ =一寸

形土器である。口縁部は一部しか残っていない。全面縄文が施され、頚部に波状隆帯が横走する。０１０３．０１

０４は、炉の上部から出土した深鉢形土器の一部であるが、0103は把手のついた壷状の器形である。くびれ部

以上には半裁竹管による沈線や連続結節文、胴部には細沈線が付けられている。四分の１程の破片である。

これらは金生第２群土器で曽利Ｉ式に比定できるものである。

第２号住居杜（第６図）

発掘区の南西端Ｅ－３区、第１号住居杜の南に近接して発見された。隅円の不整長方形の住居で、炉を通

る長軸は5.0ｍ，短軸は3.6ｍ，壁高は40～50qnである。主軸(長軸)は、Ｎ－８９ｏ－Ｅとほぼ東西方向である。

床はローム面にあり、特に炉の周囲は堅い。180×70ｃｍと細長い範囲に焼土が広がっており、その部分の床

面はよく焼けていた。全体に浅く、ほとんど掘り込まれていない。この焼土の広がった範囲が炉であろう。

８
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第５図土器実測図（第１号・３号住居杜）（１／４）
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第６図第２号住居杜（1/60）
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床面には、直径10qn以下から50cm近いものまで、２０個以上の小穴が認められたが、これらの配列は、住居の

プランに準じて並ぶ傾向があり、壁柱穴のような状況であった。また、細長く浅い落ち込みも小穴とともに

壁際を巡っており、周溝の一部かもしれない。床面近くや小穴中から破片ながら土器が出土した。これらか

らみて、本祉は前期初頭の住居とみられる。

出土土器（第10図１～16）

１．２．６は口唇と平行に隆帯がめぐる、口縁部の破片である。胎土中に繊維を多く混入する。１．６は

ゆるい波状口縁をなしている。２の外面には僅かながら条痕が認められる。３～５は、条痕ないし沈線の土

器である。３．４は同一個体とみられるもので、内湾する器形である。細かい条痕が見られる。繊維は混入

しておらず胎士は級密である。７～９は縄文の施された士器である。７．９は羽状、８には結節縄文が認め

られる。いずれも繊維を多量に混入している。１０～16は薄手で焼成良好な土器である。１１．１３は細い隆線が、

12は幅広い張り付け隆帯文があり、それらの上に細線が走る。１０，１４～１６は細線文のみられる破片であるが、

14は格子目状をなす。いずれも指頭状の圧痕が顕著である。以上は、金生第１群土器で、前期初頭に位置ず

けておきたい。特に10～16は木島式土器の一群である。

第３号住居社（第７図）

第１号住居杜の北約３ｍのＥ－４区に位置する。平面形は、五角形に近い不整な形状である。掘り込みが

10～30ｃｍと浅く、プラソのとらえにくい遺構であった。5.2ｍ×4.5ｍの規模である。長軸はＮ－５６ｏ－Ｗと

東西に偏っている。床は褐色士であまり堅くはない。床面中央より南東に寄ったところに、９５ｃｍ×65cmの範

囲に焼士が堆積していた。掘り込みはほとんど認められないが、底面が火熱をうけていたことから、炉吐と

みなした。小穴は７個ほど見られたが、不規則な配置である。周溝は全周するが、北側部分には幅80cm近く

も測る広い箇所があり、通常の周溝とは異なっている。この幅の広い落ち込み箇所から炉にかけて、一括土

器がまとまって出土している。住居の時期は、中期後半である。

１０
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第７図第３号住居祉（1/60）

出土土器（第５図0301～0304）

一’

。’

８７６９．８０ｍ

０ ２ｍ

１－－倉ｒ~－－~~づ

図示した４点はいずれも住居内の浅い溝状部分の底部直上からまとまって出土した大形の破片である。０３

０１は、深鉢形土器の二分の一ほどのもので、胴上半には半裁竹管による円弧状の沈線が同心円状に付けられ、

細い波状隆帯が垂下する。頚部には隆帯が張り付けられ、その上には半裁竹管による結節が連続する。器壁

は１cm以下の丁寧な作りの土器である。0302は口縁部を欠く三分の一程の破片である。縄文地文で胴部には

連弧状の沈線が二段見られる。0303も地文に僅かながら縄文が残り、その上に半裁竹管による雑な連弧状の

沈線が付けられている。胎士の粗い土器である。0304は、浅鉢形士器の破片である。櫛歯状工具による沈線

が細かく付けられている。

第４号住居杜（第８図）

Ｅ・Ｄ－４区に位置し、西２ｍには第３号住居吐がある。褐色土中から、土器が多く出土し始めたため、

精査したが遺構のプランの把握にはいたらなかった。そこで、注意深く掘り下げていったところ、部分的に

石が認められるとともに、ローム層上面で柱穴らしい落ち込みや、焼土が検出されたため、住居と判断した。

竪穴の形状は不明であるが、柱穴とみられる小穴が方形状に配列しており、同時に30cm以上の石が並ぶ箇

所もある。小穴と小穴とを結んだ各辺の長さは、東辺が約５ｍ，北辺が約４ｍである。東辺側に突出する２

個、あるいは南隅に張り出した２個の小穴等は、入り口に関した施設かもしれない。床は堅くなくあまり平

坦ではない。炉は、柱穴に囲まれたほぼ中央部に位置する。l12qn×98cm，、深さ20cmの規模である。

以上から、本吐は、いくぶん竪穴状に掘り窪められ、壁際に石が並べられた構造の、方形を基調とした住

居であると推定できる。床面直上を中心に、土器・石器等、出土遺物は多い。

出土した土器からみて、本吐は後期中葉の第４群３類土器の時期に属するものであろう。

Ⅱ
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０４０１深鉢形土器口縁部の二分の一程の破片である。平口縁で、上半分に斜行沈線が施され、部分的に格

子目になる。斜沈線は、下方が後から施文されている。口縁部内側に沈線が横走する。0402は、北東壁際か

ら出土した口縁部破片である。平口縁で、器形および大きさは0401に類似するが、沈線は細く綾杉状である。

口唇には刻目が連続する。0403は、波状口縁の深鉢形土器破片である。横走する沈線により区画され、頚部

は無文となっているが、上半部には粗い斜行沈線が付けられている。0404は北壁の外側から出土した胴部破

片である。鋭い斜行沈線が付けられている。くびれ部は無文であろう。内面はよく磨かれている。0405は、

口縁部の大半を欠する平口縁の深鉢形土器である。器高l8qnと小形で、口縁の下に粗雑な沈線がある他は、

無文である。0406は北東コーナー付近の覆土中から出土した三分の一程の破片である。連続刻目のある平口

縁、ゆるくくびれた頚部のある深鉢形土器である。平行沈線に区画された中に、太い斜沈線が充填されてい

る。0407は、無文の粗製土器の破片である。0402とともに出土した。

第10図17は口縁部破片である。口縁が非常に開き、頚部が強くくびれる器形の深鉢形土器であろう。１８は、

平口縁に突起がみられ、体部には綾杉状の沈線がある。１９も深鉢形土器の破片であるが、斜沈線は区画され

ている。２０は、本祉では数少ない縄文の施されたもので坑形であろうか。２１は台付の浅鉢形土器の破片であ

ろうか。よく磨かれた土器である。２２は粗製の深鉢形土器破片である。口唇部に圧痕が連続し、体部には斜

出土土器（第９図0401～0407）（第１０図17～22）

０４０１深鉢形土器口縁部の二分の一程の破片である。平口縁で、上半分に斜行沈線が施され、
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Ｄ－５区を中心に、黒褐色土中から後期後半の土器片が出土し始めたので、注意して掘り下げたところ、

直線的に並ぶ石列が確認できた。この石列は、東辺で2.48ｍ，南辺で3.76ｍと「Ｌ」字状にみられたが、西

および北辺では認められなかった。本来は、住居の壁際に石が並べられた、方形の「石囲み住居」であった

と推測されるものである。その規模は、一辺が４ｍ前後とみられる。床面は黒褐色土中にあることから、ほ

とんど堅くはない。石囲み炉が２箇所にあるが、直接本吐に所属するものは南側のものであろう。長さ20～

35cmの石で囲まれた、直径70cmほどの炉である。深さはl8cInほどあるが、焼土の堆積は少ない。北側の炉は、

一部石が抜かれた大きめの炉である。柱穴は不明。東辺の石列に若干の張り出し部と思しぎ箇所があるが、

入り口部の可能性もある。仮に入り口とすると、主軸はＮ－６４ｏ－Ｗ前後である。

０

この５列には、５号から７号までの３軒の住居が東西に並

＜」色

2ｍ

第５住居jL止（第11図）

第４号住居の北東５ｍのＤ－５区に位置する。この５列には、５号ズ

んで位置している。後述するように３軒とも、後期後半の住居である。

第11図第５号住居杜(1/60）

沈線が施されている。
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第12図第６号住居杜(1/60）
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２３から26は、平口縁で縄文の施された土器である。２３は３本の沈線が走り、その部分に縄文がみられる。

口縁直下に三日月状の突起がある深鉢形土器である。２４は、「く」の字形の口縁で、二本の沈線とそれに平

行する縄文帯がある。胴部には沈線が羽状に付けられている。浅鉢形土器の破片であろうか。２６も24に類し

たもので、２５も口縁直下は同様であるが、下部は沈線と縄文帯とが弧状になっている。２７は、しっかりした

斜行沈線の付けられた、深鉢形土器の破片である。口唇に押圧文が連続する。２８～３０，３３．３４は沈線を中心

とした土器である。２８は、強く「く」字形に屈折する器形の浅鉢形土器と思われるものである。２９は凹線状

沈線の土器である。内外面に浅い条痕様の整形痕がみられる。胎士中に金雲母が混入する。３３も凹線文の土

器であるが、２９よりも線は太くしっかりとしている。内面には条痕が残る。黄褐色を呈する波状口縁部の深

鉢形土器である。３０は平行沈線の土器であるが、縦に張り付けがあり、屈折部には刻目が連続する。３４も波

状口縁の土器であるが、口唇は内外面とも肥厚し、外面には３本の沈線が走る。３１．３２も波状口縁の深鉢形

土器である。３１は口唇とその直下の二箇所がやや肥厚し、その部分に縄文が施され、帯縄文のような効果が

認められる。３２は波頂部に円形の突起が付けられている。３５は平口縁の深鉢形土器で、口縁部に二条の刻目

文帯がめぐる。黒褐色を呈する。

出土遺物は、ほとんど土器片であるが、覆土中から土偶１点が出土している。後期後葉の住居である。

出土土器（第10図23～35）

２３から26は、平口縁で縄文の施された土器である。２３は３本の沈線が走り、その部分に縄文がみられ〃
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第６号住居杜（第12図）

Ｅ－５区、第５号住居杜の西に隣接している。南西辺に石が並んでいる程度で、他の箇所は石が乱雑であ

るが、本来は第５号同様に石囲み住居であったと推測される。一辺４～５ｍ程であろう。明確に炉と断定で

きる施設は認められなかった。破片ながら土器が多く出土したこと、僅かではあるが石が並んでおり、この

並ぶ傾向が、５号や７号と共通すること、乱雑ながら石が多いこと等から、住居杜と見なしたものである。

床面は黒褐色土で、堅くはない。小穴は東辺に５口みられるが、柱穴のような配置ではない。入口に関する

ものであろうか。土器片とともに土偶１，土製耳飾り７などが出土した。後期後葉の住居である。

出土土器（第９図0601）（第13図１～12）

0601は、平口縁深鉢形土器の口縁部を中心とした三分の一程の破片である。口径40cmを越す大きな個体で、

口縁部から頚部にかけてゆるい「く」字形をしている。口縁部文様は、三条の浅い凹線状の沈線を中心とし、

上端と屈折部とに斜行刻目が連続する。また、縦方向に棒状の張り付け文があり、これにも刻目が連続して

いる。頚部には斜行沈線がみられるが、おそらく羽状に施されたものであろう。内面にはへう状の粗い整形

痕がみられる。黄褐色を呈し、器面はザラついている。東海系の土器である。

第13図１．２は帯縄文の土器で、痛状の張り付けがみられる。帯縄文の部分はいくらか肥厚している。２

は波状口縁の波谷部の破片である。安行１式土器である。３は、山形を呈する波状口縁の土器で、頂部はい

くぶん開き気味に立ち上がり、上端は平坦である。この頂部と口唇に沿った部分に縄文が施されている。沈

線や刺突も付けられている。４．５は平行沈線とそれにそって縄文の付けられた「く」字形口縁部である。

６．７は癌付き土器の一群である。６はいわゆる弧線連結文の土器で、口縁部に刻みのある縦長の癌が２個

一対みられる。弧線の連結部には痛のかわりに、円形の刺突が付けられている。７は平行沈線の連結部に丸

痛が２個一対認められる。８は細い平行沈線と弧状沈線とで飾られる平口縁の土器で、沈線間に短沈線が連

続する。９．１２は「く」字形口縁部破片で、屈折部より上に三条の沈線が横走する。１２の屈折部には横長の

痛状の張り付けがある。９の胴部には短い斜沈線がまばらながら付けられている。やや丸みのある器形であ

り、塊形かもしれない。１０．１１は波状口縁の深鉢形土器で、いずれも波谷部付近の破片である。口唇部は肥

厚し、隆帯が付けられ、波谷部には突起状の盛り上がりがある。１０の隆帯上には連続刺突がみられる。いず

れも黒褐色を呈する。

第７号住居杜（第14図）

Ｅ・Ｆ－４．５区で石列が検出されたことから精査したところ、一定のまとまりで石がめぐっており、中

央部で石囲み炉が確認できた。６号住居吐の西に接していることから、この５列のグリッドには５号から７

号までの３軒の住居が一列に並んで発見されたことになる。時期はいずれも後期後半と思われる。

本祉は竪穴であるかどうかは確認できなかったが、本来は石で囲まれていたとみられるもので、乱れては

いるが、石の広がる範囲から5.0ｍ×4.8ｍ程の方形プラソの住居と推測される。床は、褐色土中にあること

から堅くはない。柱穴は確認できなかった。炉は二重に石で囲まれている。内側の石は４個ほどであるが立

ち気味みであるのに対し、外側はやや平らに敷かれたかのようである。北側は抜かれてしまったのか、石が

見当たらない。規模は、内側で70ｃｍ×65cm，外側で150ｃｍ×l40cIn，深さl7cInを測る。南隅に埋設土器（第９

図0701）がある。無文の深鉢形土器で、正位の状態であったが、あたかも石で囲まれた空間部に埋設された

かのようである。この土器の位置と炉の中心とを結んだ線は、南北に近い。遺物は、土器破片が主体である

が、他に土製耳飾りが覆土中から５点出土している。後期後葉の住居である。

出土土器（第９図0701）（第13図１３～37）

０７０１埋設土器である。無文の粗製土器で、外面上半分は黒褐色で部分的に煤付着。下半分は熱を受けた

らしく赤褐色を呈する。内面には炭化物の付着が著しい。口縁部を三分の一程欠損する。底部網代痕。

第13図13～21,26は平口縁で縄文の施された深鉢形土器である。１３は「く」字形に屈折する口縁部の土器

で、口縁と平行に二条の沈線が走り、その上下に縄文帯がある。屈折部には横長楕円のコブ状の張付けがあ
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る。頚部以下には羽状沈線が付けられている。１４．１５．１８．１９．２６も同類であろう。しかし14は平行沈線は

なく口唇から屈折部までの幅が短く、頚部以下の羽状沈線は細い。また、１８は縄文帯の間にある無文帯の幅

が非常に広い。以上の口縁部断面形状には、丸みを帯びたもの（13,15)、内側がそがれ尖ったもの（１４，１８

)、中間のもの（19）等がある。色調は概ね茶褐色を呈する。１６は幅広い縄文帯がみられる。１７は頚部付近

の破片と思われるが、縄文帯に刺突文が連続する。２０，２１も「く」の字形口縁の土器である。２０は、平行沈

線と、それに直行する三日月状沈線とから構成されるもので、沈線間に縄文が充填されている。２１には三日

月状の沈線とそれを取り巻く円弧状の沈線とがみられる。赤彩が残っている。２４．２５．２７．２９．２０は、「く」

の字形に屈折する平口縁の深鉢形土器で、縄文のない一群である。前述した13等と比較して、縄文を除けば

文様構成や器形の類似した土器である。２４は屈折部がゆるくやや丸みを帯びている。口縁と平行に三条の沈

線が走る。以下羽状沈線が施され、さらに頚部に横走する浅い沈線を境に、胴部以下にも羽状沈線が認めら

れる。２５は屈折の強い器種で、三条の沈線と太い羽状沈線とが施される。屈折部に張付け文の痕跡がある。

27では、２本１単位の平行沈線２単位と羽状沈線とが、同じ口縁部文様帯に施されている。２９は屈折部に横

長楕円形の張付け文があり、以下羽状沈線が付けられている。３０は、羽状沈線の施された胴部破片である。

２２は沈線と連続刻目のある口縁破片。２３は文様構成からは27に類似し、羽状沈線と平行沈線とがみられる

ものである。２８は屈折部に平行沈線と円形コブ状の張付けのある胴部破片である。３３は三日月状の張り付け

があり、沈線で区画された中に刺突状の短い沈線が付けられている。３４は、刻目の連続する隆線が口縁と平

行に走り、さらにその隆線から口唇にかけて、縦長のコブが付けられている。３１，３２は波状口縁の深鉢形土
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第14図第７号住居杜(1/60）
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第８．９号住居杜（第15図）

発掘区中央部の東端、Ｃ－８区に位置し、第１号配石と第17号住居杜との間にある。この一帯は、遺物包

含層まで比較的浅く、石が散乱する場所であった。まず、安山岩の偏平な石が並んで発見され、次いで石囲

い炉が見つかった。ただ、それらの位置が離れ過ぎているとともに、炉吐のほうがレベルが低いことから、

両者は別の遺構であると判断し、偏平な石の敷かれたものを８号住居、炉を９号住居とした。

まず８号住居杜は、長さ40～60cIn、幅20～40cmの偏平な石が複数配されている。本来は床面に広く敷かれ

ていた可能性があるが、大半は撹乱され僅かに東側だけにのこったものと考えられる。付近の石の散布状況

からみて、一辺５ｍ前後の規模であったと推測される。炉は残っていない。

９号住居杜は、炉跡しか分からないが、長さ40cm程の細長い石５個から成る、８０ｃｍ×75cmの規模のもので

ある。炉の状況からすると、後期前半の時期の可能性がある。

なお、この区域については現地保存が決まったため遺構下部の調査を行っていないことから、８．９号と

も柱穴の確認はしなかった。

出土土器（第16図）（第17図１～20）

0801は深鉢形土器の口縁部破片である。平口縁であるが、小突起がある。頚部はゆるくくびれ、その部分

に「鍵の手文」状の沈線が連続する。上下には縄文帯がある。石英、長石などの粒子を混入する茶褐色の土

器である。0802は床面から出土したミニチュア風の注口土器である。上半分を欠くが、よく磨かれた黒色を

第15図第８号・９号住居杜(1/60）

器である。３１は波頂部の破片、３２は波谷部付近の破片である。いずれも、口縁部内側が肥厚する。３５は無文

の浅鉢形土器であろうか。３６～39は粗製の深鉢形土器である。３６は２本の沈線が平行し、以下に条痕がみら

れる。３７～39は押圧のついた紐線文土器で、３９は口唇にも刻目が連続する。
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呈する。底部網代痕あり。0803は小型の浅鉢形土器である。胎士には砂粒が多い。0804は無文の深鉢形土器

の破片である。平口縁部であるが、小突起２個ｌ単位がみられる。胎土中には石英．長石などの粒子が非常
に多い。内面下部には炭化物付着。

第17図１～20は覆土を中心に出土した破片である。ｌは壷形土器で、弧線が連続するが、沈線をはさみ上

下の弧線が連結する部分もある。弧の内部以外は縄文が施されている。２は口縁部付近の破片である。横走

する平行沈線と縄文帯とから施文され、頚部は羽状沈線になると思われるものである。屈折部には刻目が連

続する。１．２は後期後半の土器である。３は胴下半部の膨らむ深鉢形土器の、頚部から胴上半にかけての

破片であろう。頚部には、まず縄文が施され、次いで小さい弧文が連続し、その上で平行の沈線が付けられ

ている。内外面ともよく磨かれている。４～７は「鍵の手文」の土器である。４の口縁部には無節の縄文が

走る。浅鉢形土器であろう。７は深鉢形土器の頚部破片である。９～13は羊歯状文を中心とした東北地方晩

期前葉の土器である。１２は壷形土器の口縁部破片で、小口２孔が貫通する。１３は浅鉢形土器と思われる。１４

～17は中部地方に特徴的な一群の土器である。１４は波状口縁で、隆帯二条が口縁上端に走り、波谷部にはそ

の二条を別の隆帯がコブ状に結んでいる。器壁は磨かれ、黒褐色を呈する。１５は小型の深鉢形土器破片で、

小さな突起があり、口唇に連続刻目、口縁上端に平行沈線と連続刺突とがみられる。１７は平口縁の深鉢形土

器で、沈線による入り組み文であろうか。清水天王山式土器である。１８は口縁が帯状に肥厚しており、竹管

状の工具により浅い刺突が二段連続する。肥厚部直下には僅かながら条痕様の整形痕が残る。他は丁寧に磨

かれている。胎土に砂粒や雲母片が混入し、赤みを帯びた褐色を呈する。東海地方晩期前半の土器であろう。

20は網目状撚糸の施文された深鉢形土器の胴部破片である。

第17図21から28は第９号住居吐出士土器である。２１．２２は雷文の土器で、口縁部には縄文帯がある。２４も

その一群の可能性がある。２５は浅鉢形土器破片で、よく磨かれており、口唇には三叉状ないしＴ字状の沈線

がみられる。２７は浅い沈線と細かい連続刻目が充填されており、屈折部には張り付け文がついていた痕があ

る。２８は平行する２本の斜行沈線間に細長い刺突が連続している。安行系の晩期前半の土器であろう。２６は

無文の深鉢形土器で、口唇に刻目が連続する。

第10号住居杜（第18図）

発掘区のほぼ中央部にあたるＤ－８区に位置する。この８列からは、第８～１４，１７．１８．２０号等の住居が

発見されている。特に、第10～１４号は類似した形態の住居で、１号配石と平行して等間隔に並ぶ傾向がある。

第18号も含め、これら５軒の住居は時期的にも近いものとみられる。

本吐は、石で囲まれた住居であるが、石が著しく散乱していることから、そのプラソや形状は不明瞭であっ

た。平面図を確認すると、石の並び方から、五角形ないし六角形のプランが推測される。五角形の場合、長

軸（南北）６ｍ，短軸５ｍ（東西）程度の規模である。六角形では、主軸（南北）5.6ｍ程であるが、この

場合、南端に少量ながら石が延びて散布する箇所があり、後で述べる13号や18号住居杜に見られる「張出し」

部の可能性がある。床面は褐色士であり、あまり堅級ではない。覆土および周辺の士は黒褐色士であり、上

面からの精査にもかかわらず、遺構の落込みは確認できなかった。従って、土器の出土量や石の配列、炉の

所在等から住居と確認できたものである。炉は二重に石をめく･らしているが部分的には三重の箇所もある。

外側の直径llO×100cm，内側径50cnl，深さl8cInの炉である。柱穴の確認は行なっていない。住居内からは多

くの士器が出土している。晩期前半の住居である。

出土土器（第１７図29～33）

２９は、深鉢形土器の口縁部破片である。非常に粗い羊歯状文の土器で、外反する口縁には縄文が施されて

いる。口唇には小突起がみられる。外面炭化物付着。３１には三条の沈線が横走、上二本の沈線間に刺突が連

続する。浅鉢の破片であろうか。３２は山形の小突起を持つ深鉢形土器口縁部破片で、縄文帯に刺突とコブ状

の張り付けがみられる。コブ付近の刺突は小さな円形である。３３は晩期後葉、浮線網状文の浅鉢形土器であ

る。
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発掘区の中央部、Ｅ・Ｄ－８区に位置する。東３ｍに10号住居、西２ｍに13号住居がある。黒褐色士を掘

下げていると土器が多く出土し始めたので、一帯を精査したところ、まとまりのある石列を検出した。全形

は方形を基調としており、その規模は北西一南東の軸5.5ｍ・北東一南西の軸5.5ｍを測る。東壁から南にか

けての石列が乱れているが、本来は正方形に近い整った形状の住居であったと思われる。西壁および北の壁

とみられる石列は、外側から内側に向け傾斜している。本来、浅い掘り込みの壁面に、数段の石をはりつけ

並べた『石壁」ともでも言うような状況ではなかったろうか。なお、この浅い掘り込みは竪穴といった構造

のものではなく、平地式に近いものであったと考えられる。それは、本吐の南３ｍに隣接する第１号配石が

当時の地表面に構築されていたとすれば、第１号配石を構成する石と本祉を取り巻く石のレベル差があまり

ないことから判断できる。こうしてみると、本祉のような石囲み住居に共通する構造が推測されよう。

炉は、直径140cmlもある大型の石囲みのもので、住居中央部よりやや南西壁に寄った位置にある。炉の南

西側は石がめぐっていないのに対して、反対側である北東部では三重にもなっている。この三重部分の構造

は、最も内側に大きい石をしっかりと埋め込み、最も外側に薄めの石を立たせ、両者の間に小振りの石を据

Ｑ
Ｃ

第11号住居杜（第19図）

発掘区の中央部、Ｅ・Ｄ－８区に位置する。東３ｍに10号住居、
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第19図第11号住居杜（１／60）
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えつけてあるという状況である。この炉石のない箇所と、その反対側の三重になった部分とを通る線を主軸

とすると、住居の方向はＮ－２６ｏ－Ｅとなり、南北より東に偏っていることになる。現状保存された住居で

あり、石列や床面下の調査は行なっていない。土器の出土量は多い。他に耳飾り２，土偶ｌ，それに少量な

がら焼けた獣骨片なども出土した。晩期前半の住居である。

出土土器（第16図）（第20図１～25）

llOlは炉の中より出土した深鉢形土器の胴下半部である。llO2も炉付近から出土した台付土器の台部で、

無文であるが二次焼成を受けたらしく赤褐色を呈し、器面は磨滅している。

第20図１から25は住居覆土から出土した破片である。ｌから８は沈線および刺突文の土器で、１は波状口

縁の深鉢形土器であろう。羽状沈線がみられる。第４群加曽利Ｂ２式土器である。２は第５群の凹線文士器

の一群と思われる破片である。３は半裁竹管状の工具によると思われる沈線と刺突が連続している。４は清

水天王山式土器であろう。５の沈線は細いが、刺突文とともに彫りは深い。６の列点状の刺突文は19のそれ

味
峰

ジー
い＝

｡

／冨二

、

Ｉ(ベ

縁

、

〈－，／

2５

リＡ

懲りI;号

772.20ｍ

１
●。
８Ａ

Ｄ－

＝身ｒ弓



慧戸雲懲議

2６

戸

鰯i鵜

典

(’

謹両

議蕊〆

雲議ダル箪妄fＪ 戸謹需雲Zフ刀〃
電擢凝議雲蕊溌露

９

2３

Ｉ雲雲霧妻刀

４

鐘〆
１３J１

電園

三戸雲霧雲雲雲雲 1６

蕊譲繊蕊雲

謹謹謹璽霧鐘

１７

，
州
（
″
〃
、
″
″
″
“ノ

第20図土器拓本（１～２５第11号住居杜、２６～３０第12号住居杜、３１～４２第13号住居jLl上）（1/3）

雛雲塞萎
＄

麹議繍蕊撫羅
圃刊

1８ 篭?u曜豊

書刀
霊夢-－２１

蚕Ｉ］

〃

電篭謬謬

Ｉ

皇塞茎雲婁雲

霧瀞

F１』

3３

零忍

０

「
川
″
″
″
″
″
儲
輪

濯蕊

５

鰯,側#膨翻

雪雲篭
７

認壁識瑞霊翻罵噸翼躍鍾露

磯11.識譲Ｊ１
しＰ●■■■

２７

墾唐:＝窟局聴国

頑

徽蕊諺

１

譲謹雲蕊議雲雲

Ⅲ蕊函jｌ 扇

謬

(11,

i1％託

雪雲蕊雲雲 鍵‘戸．3９

４

可
”
州
バ
ー
Ⅱ
〃
梱

蕊iii霊謹蕊
クニ’

鍵雲
論§

3５

１１。



に類似している。７～９は縄文と三叉文とが施される土器で、１０もその可能性がある。９は深鉢形土器の頚
部と思われ、羊歯状文の中に三叉文がみられる。８および１０は鉢形土器であろう。いずれも小突起があり、

その張り付け部分は口縁内面にまで及んでいる。内面はよく磨かれている。１１，１２は地文縄文で平行沈線と

刻目が連続する羊歯状文の一群であろう。いずれも深鉢形土器だが、１１は外反、１２は内湾する器形である。
７～12は晩期前半の大洞Ｂ・ＢＣ式併行であろう。１３は皿形に近い器形で、縄文帯が浮彫りされている。１４

も皿形の土器で、磨消縄文が雲形状にうねっている。１５は列点文と三叉文が半肉彫り状に施されている。晩

期中葉の土器で、１４は大洞Ｃｌ式に、１５は安行３ｃ式に比定できようか。１６～19は縄文と沈線とで飾られる

土器である。特に17～19は雷文士器である。１７の雷文はくずれて丸みを帯びている。１８はいわゆる「入組み

鍵の手」文で、鍵の手間に短線が入るものである。１９には、一条の「鍵の手」と二条の「鍵の手入組み」と

が二段に付けられている。鉢形の土器であろう。２１．２２は晩期後葉の浮線網状文で、２３も屈折部に細い眼鏡

状の浮文が付けられている。２０，２４，２５は隆帯のある無文の土器である。いずれも深鉢形土器の口縁部で、

24は楕円状の押圧、２５は爪形の刻目が付けられている。

第12号住居杜（第21図）

Ｅ－７．８区の、第１号配石に接するような位置に発見された。また、本吐の北東部の床上には、第13号

住居吐の張り出し部と思われる一部が重なっている。長軸3.5ｍ，短軸3.0ｍの五ないし六角形に近い形状を

呈する敷石住居である。床全面に偏平な石が敷かれていたと思われるが、抜き取られている部分もある。中

央に炉が設けられているが、焼土の量は少ない。炉はほぼ正方形で、４個の石がこれを取り巻いている。こ

の炉石は西側のものを除き、敷いてある石より高い。南東側の床面には石棒が利用されている。あるいはこ

の付近が入り口方向かもしれない。

黒褐色土中に構築されており、壁の立ち上がりを確認することができなかったことから、竪穴かどうかは

不明である。床面の石の上にのった状態で、小型の土器1201が出土した。後期前半の住居であろう。

出土土器（第16図）（第20図26～30）

1201は有孔の壷形土器である。無文だが口縁部に小穴が１４個貫通している。1202および第20図26～30は覆

必
Ａ

Ａ
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第22図第13号住居杜（１／60）

士から出土した破片である。1202は平行沈線と列点文が連続する。２６は磨消し縄文で、刺突文がついたドー

ナツ状の張り付けがある。後期前半の土器である。２７は「く」の字口縁を呈する深鉢形土器の破片であろう。

後期後葉に位置付けられる第５群土器と思われる。２９は歯状文がみられ28とともに大洞ＢＣ式に比定される。

30は入組みの三叉文や、ゆるく流れる沈線が施されている。口縁部には小さい山形の突起が付けられ、その

部分を頂点に押圧の連続する隆帯が走る。清水天王山式土器である。

第13号住居社（第22図）

Ｅ－８区にて黒褐色土中に石の列が発見され、調査の結果住居と確認されたものである。ほぼ同時期の住

居である第１１号の西２，，１４号の東1.5ｍにある。一辺が3.5ｍ程の方形を呈する石囲み住居である。さらに、

南隅から長さ１，，幅90cmの範囲に石が集中している。この石のレベルは、住居の床と見なした面よりも１０

cm程度高いが、炉石の上端とほぼ同じ高さにあることから、本吐の張り出し部と考えても良さそうである。

そうした場合、住居のコーナーに張り出しが作られていたことになる。同様の例は第18号住居祉にもあり、

入り口に関する施設と考えられるものである。このように考えると、対角線上に住居の主軸があり、その方

向はＮ－１４ｏ－Ｗである。入り口はやや東寄りの南を向くことになる。床は褐色土中にあり、堅くはないこ

2８



とから、検出が難しく、炉の面を基準に確認した。炉は石囲みの、直径約１ｍの円形で、概ね石が二重に取
り巻いている。この炉石は、内側が立てられているのに対して、外側の石はそれらを支えるかのように低く
平に据えられている。焼土が堆積している炉石の内側の径は60cm程である。柱穴は不明である。入り口部と
みられる張り出し部は、本来もっと石が敷かれていたと思われるが、現状はまばらに石が残っている程度で
ある。なお、この部分が、１２号住居の床上に延びていたことから、新旧関係は明らかである。本祉の時期は、
晩期前半である。多くの土器とともに、土製耳飾り２，土偶１なども出土している。
出土土器（第16図）（第20図31～37）

１３０１最大径が胴部中位にある壷形に近い形状の深鉢形土器である。全体の三分の一ほどの破片で、口縁

部には小突起がある。その突起下部の頚部には、浅いが三叉文がみられ、さらにその下方には入組み風の向

き合った三叉文がある。全体には沈線で区画された、磨消し縄文である。砂粒を多く混入し、ザラつきがあ
る。

１３０２小型の深鉢形土器である。最大径は胴上半にあり、口縁は短く、外反する。頚部から胴上半にかけ

て、沈線が平行し、沈線間に刻目が連続する箇所もある。胴部には細かい縄文が羽状に施されている。赤褐
色を呈する、よく磨かれた薄手の土器である。

第20図31～３３，３５，３６は縄文の付けられた土器である。３１は小突起の下方に、三叉文と思われる彫り込み

がみられる。３５は彫りの深い三叉文のある壷形土器である。３２，３３は広い口縁の壷形土器であろう。これら

は大洞Ｂ式ないし安行３ａ式平行に位置付けられよう。３４は沈線が緩やかにうねる清水天王山式である。３６

は羊歯状文の土器、３７は胴上部に沈線と刻目が連続し、以下櫛歯状工具による波状沈線（４本単位）が縦方

向に付けられている。器面は粗れている。３８は列点状の刺突文がある。３９．４０の口唇部には刻目が連続する。

41は山形突起のある深鉢形土器で、口縁と平行に、刻目のある凸帯が走り、突起部ではその頂上部と凸帯と

を結ぶ高まりがある。４２は網代文のある底部破片である。

第14号住居土止（第23図）

Ｆ－８区にて発見された。東1.5ｍに第13号住居、西３ｍに第18号住居がある。第１０，１１，１３号と同様に

石囲み住居であるが、残存状況はあまりよくなく、プランは不明瞭である。北西壁および南東側の一部に石

列がよく残っており、これらから推測すると、一辺4.5～5.0ｍ程度の方形を基調とした住居と思われる。

床は褐色士で、不明瞭である。住居内には石が散乱しているが、炉は良く残っている。石囲み炉で、直径１

ｍほどの円形のものである。側石がめぐっているが、南西側にはみられない。柱穴は不明。多くの土器に加

え、耳飾り６個が出土している。晩期前半の住居である。

出土土器（第16図）（第24図１～24）

１４０１口径39cm程と推測される深鉢形土器の口縁部破片である。ゆるく括れる頚部に、一条の「鍵の手」

文が連続する。その上下は縄文帯であるが、胴部には条痕が施されている。口縁部には小突起がある。茶褐

色を呈する焼成良好な土器であるｏ

ｌ４０２壷形士器の上部破片である。全面無節の縄文が施されているが、頚部と肩部とには沈線がみられる。

肩部のものは、箆を押し付けた程度の沈線である。口縁部上端に小さい痛状の張り付けがある。

1403,1404は無文深鉢形土器の口縁部破片である。

第24図ｌ～24は覆土を中心に出土した破片である。１は平口縁の隆起帯縄文の土器である。２はゆるい波

状口縁の土器で、細い沈線の上に縄文が付けられている。口縁部は若干肥厚しており、「ブタ鼻」状隆起が

みられる。それぞれ安行１式、安行２式併行の土器であろう。３は入組みの帯縄文の施されたもので、壷な

いし注口土器の破片であろう。東北系の土器である。４は凹線状の沈線が走る土器で、口唇には押圧が連続

する。５～８は羊歯状文およびそれから派生したと思われる文様の土器である。６は壷形士器であろうか。

口唇が細かい波状をなしている。５～７が黒ないし茶褐色を呈しているのに対して、８は白味のある色調で

ある。口唇に刻目が連続し、以下羊歯状文から変化したとみられる、沈線と刻みによる文様が付けられてい

2９
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る。北陸方面の晩期前半の土器に共通する。１０は壷の肩部付近の破片と思われ、縄文帯の下方に羊歯状文と

みられる文様が付けられている。１２も壷形土器で、雲形文と思われる磨消縄文で飾られている。大洞Ｃｌ式

に併行するものであろう。縄文は施されていないが、１７および18もこの一群と思われる。１７は皿ないし浅鉢

形土器であろう。１１は、外反する深鉢形土器で、縄文を地文とし太い沈線および列点状の押し引き文が連続

する。口唇には小突起がある。沈線は横走するが、状況からして「鍵の手」に近い。１５，１６は「鍵の手」文

の土器で、１５は二条の入組み、１６は一条である。１２は沈線による入組み三叉と思われ、沈線間に刺突文が連

続する。清水天王山式土器の一群であろう。１４は口縁部破片であるが、沈線により矢印のような文様が描か

れている。１９～24は無文の土器である。１９は浅鉢形土器あるいは皿形土器の底部であり、中央が円形に削り

窪まれている。２０は押圧の連続する隆帯文の土器、２１は折り返し口縁部の土器である。２２は頚部に段のある

深鉢形土器で、口縁に押圧が連続するため、小さな波状をなしている。２３の外面には輪積み痕が著しい。２６

には条痕が認められるが、器面が磨滅している。

第23図第14号住居杜（１／60）

Ａ

０
０

、
〕
□

、１

劃

Ｑ

､､Ｄ ＯｏＱ
ｏＱＰｏｏ。

心

＝。

3り

771.00ｍ

ﾄー ｰー ｰー ﾖ『－ｨｍ
Ｏ

E＞‐一一こｰ一心-oｆ



1９

’鱒戒憩３ ４

『
川
州
〃
〃
〃
“
牌

署霞窒霊三菱室

雪雲謹雲
～＝ご弓言＝一マーシ

第24図土器拓本（１～２４第14号住居杜、２５～３６第15号住居杜、３７～４０第16号住居杜）（１／３）

”』議肌 〃涙
７厘一 ８ ９

【
』

、鍾嘉蔚鰯鶏
田雲雲雲IiZグ鼠雲霧１１‘〆、

3Ｚ

､謹護壷
金更峯Ｚ

1４
０

jＩ

涜
撫懸醗鯉簿

域

霧、
．２８

議1ｆＪル

霊蕊1１ 毒欝爵６

_豊グ′五グ〉

〃 1８

4繊

３８

ｃｍ

〃

０

〃

』ノ
2３2１

虹

言雲雲雪琴I蕊

リ W）jＩ
５ 2６

jｌ

、
ノ

鬼毒Ｉ

〆

2９

霊瀞豊

蕊及
雲謹瀞 犀



竪鞘。珍・①｡③
、０ ９

■

０○

恥

．
。
Ｏ
一○

霧
。
％

・
叩
，
⑲
側
“
９
０もつ
め
。

，
剣
崎
誕
＆
念
邸

ｊ
Ｏ
胴
時
制

、

国’

。
恥
ｐ
心

側

命
０

０

９０．、。｡
/１
コ

稲
の０

⑥Ｑ亀｡.‘，

_上◎等､霞。

①

、
、
剣
．
０

‘。。
Ｕ

⑦

⑪

くＩ

０７７０．００ｍ

発掘区の南端、Ｄ－３区で発見された。黒褐色土を掘り下げている内、土器や石の量が多くなってきた。

調査を進めると、中央部から焼士が見つかったため住居と見なした。竪穴状の落ち込みや石列などは確認で

きなかったため、プランや規模は不明瞭である。遺物や石の分布状況から４～4.5ｍの規模と推測される。

床面には堅い場所は見られない。径80cmの範囲に焼土がみられ、２０cm程の掘り込みがあることから、これを

炉と見なした。また、床とした面に石が少量散乱しているが、南側にややまとまっており、偏平なものもい

くつか認められた。土器片および石器が出土したが、特に炉の南側の床面から出土した打製石斧（第122図

８）は長さ23.7ｃｍもある大型のものである。本祉は、後期中葉加曽利Ｂ２式期の住居である。出土土器（第

24図25～36）

２５は帯状の磨消し縄文のみられる深鉢形土器破片である。２６は深鉢ないし鉢形土器と思われるが、口縁部

に楕円状の張り付けがあり、小突起をなしている。ゆるい屈折部の外面には押圧文が連続し、内面には２条

の沈線がめぐる。２７は、浅鉢形土器とみられる口縁部破片で、「く」の字形に強く屈折する。口縁部には、

「の」字状の張り付けがあり、屈折部に連なっている。屈折部には刻目が連続する。２８には弧状の磨消し縄

文がみられる。塊形土器と思われる。２９は口縁と平行に磨消し縄文がみられる。器壁の厚い土器である。３０

～32は斜沈線の施された土器である。３０．３１は波状口縁の深鉢形土器で、３０は格子目状、３１は羽状の沈線で、

口縁に刻目が付けられている。３２は浅鉢ないし台付きの土器と思われる、口縁部破片である。外反する口縁

部に羽状沈線が施されている。３３．３４は「く」の字形に屈折する口縁部の深鉢形士器であろう。３３は縄文を

地文とし、平行沈線や斜行沈線が付けられている。３５は、台付き土器の台部の破片と思われるものである。

ＣＯ

'０

Ｃ

０
．

｡

:０．

第15号住居杜（第25図）

発掘区の南端、Ｄ－３区で発見された。黒褐色土を掘り下げている内、
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第25図第15号住居杜（１／60）
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第16号住居jL止（第26図）

第１５号住居祉の南東４ｍに位置する。Ｃ－３区にて、土器が集中して発見された。この箇所を中心に精査

したが、炉や柱穴などの施設は確認できなかった。しかし、土器や石が同一のレベルにあること、土器集中

箇所を中心に、土器破片や燦が一定の範囲にまとまっていること等から、住居とした遺構である。遺物の拡

がりから、５×４ｍ程度の規模であろう。出土土器から、晩期前半の遺構とみられるが、この時期の他の住

居が、第１号配石の北側に集中しているとともに、住居の形態も『石囲み」であるのに対して、本祉は様相

が異なっている。別の機能を考えるべきであろうか。焼けた鹿角片やイノシシの骨片が少量出土している。

出土土器（第28図）（第24図37～40）

１６０１住居中央の床面から1602とともに出土したものである。鉢形土器の２分の一弱の破片である。台が

付くかどうかは不明である。口縁部上端に、羊歯状文風の三叉文状沈線があり、Ｂ突起に連なっている。以

下、沈線が四条めぐり、刻目が連続する。沈線は頚部にもめぐっている。胴部には縄文が施されている。外

面は赤褐色を呈する。
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台部に窓が付くようで、器体部との接合部には刻目の連続する隆帯がめぐっている。３６には、「掘り起こし

コブ」の付けられた入り組み帯縄文と、大豆状のコブが張り付けられた連続刺突文帯とが見られる。深鉢形
土器の胴部破片である。

以上について、２５は加曽利Ｂ１式、２６～32,35は加曽利Ｂ２式、３３．３４．３６は後期後半の土器であろう。
特に36は東北地方と脈絡のある土器である。
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第26図第16号住居杜（１／60）
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１６０２全面条痕の施された深鉢形土器である。床面から出土したもので、全体の２分の一以上残っている

が、二次焼成をうけたらしく、非常に脆い。白味を帯びた褐色を呈する。卵を横切りしたような整った器形

で口縁部に小突起が付く。条痕は細く、縦および斜め方向に走る。櫛歯状工具による条痕と思われる。第２４

図37～40は覆土から出士した破片である。３７は磨消縄文の付けられた深鉢形土器で加曽利Ｂ１式土器である。

38は波状口縁部の深鉢形土器の、波頂部破片である。地文縄文で、その上に沈線で施文されている。口唇に

は押圧による刻みが連続する。また、口縁部内側は肥厚しており、波頂部付近に丸痛が付けられている。後

期後半に位置付けられよう。３９．４０は無文であるが、紐線文あるいは凸帯文と称される隆帯が付けられてい

る土器である。３９はゆるい波状口縁の深鉢形土器で、口縁のうねりに応じて有刻の隆帯がみられる。この隆

帯と口縁とを結ぶ縦方向の張り付けも認められる。４０は口縁の下に粘土紐が張り付けられており、その上に

は楕円状の押圧が連続している。３９は晩期前半に位置付けられようか。４０は後期の粗製深鉢形土器であろう。

第17号住居社（第27図）

Ｃ－８．９区に位置する。付近には第８～10号住居がある。非常に石が散乱しているが、南西辺と南東辺

では石列が整っており、石で囲まれた住居であることが分かる。西角付近と東角付近とに、石が密集してい

る。一辺が４ｍ程の正方形に近い整った形状の住居と思われる。ほぼ中央部に石囲み炉が設けられている。

直径80cm程の円形の炉であるが、北から西にかけての部分には石が見られない。床は褐色土中にあることか

らあまり堅くはなかったが、炉のレベルを参考にして断定した◎壁となる石列部分より若干掘り窪めて床と

しているようである。この面では柱穴は検出できなかった。現状保存のため、下部の調査は行なっておらず、

柱穴や入り口施設等の所在は不明である。入り口方向については、南西ないし南東辺の一部に推定すること

ができよう。住居内から出土した土器は多い。土製耳飾りも２点出土している。晩期後半とみられる住居で
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第28図土器実測図（第16号。１７号住居jLlt）（１／４）
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ある。

出土土器（第28図）（第31図１～23）

１７０１炉周辺から出土した、粗製深鉢形土器の口縁部破片である。上部に２本の沈線が横走し、２個１対

で縦長の痛状張り付けがある。器面は粗い整形である。焼成は良く、やや赤味がかった褐色を呈する。

１７０２これも炉周辺から出土した無文の深鉢形土器の破片である。内面には輪積み痕が僅かながら認めら

れる。焼成良好で、明るい褐色を呈する。

ｌ７０３深い塊形の土器の３分の一程の破片である。内外面ともよく磨かれており、光沢がある。赤褐色を

呈する。炉際から出土したものである。口縁部に沈線２条が丁寧につけられ、口唇の断面は丸味を帯びてい

る。なお、この土器や後述する1707は沈線と表現したが、1706や第31図１．７等では、沈線と表現する部分

が、沈線間を浮きだだせるために、削り出されている。このような場合、沈線という表現より、隆線とする

のが適切であろう。

１７０４壷形土器の下半部と思われる。突出した底部から丸味を帯びながら立ち上がる。底には網代痕があ

る。胴部器壁は３ｍと薄い。これも炉際から出土したものである。

１７０６やや外反する口縁、ゆるくくびれる頚部、やや張った肩部の深鉢形土器である。口縁部には、削り

出しによる沈線により、隆線３条が表現されている。沈線の縁は丁寧に削り取られている。黒褐色を呈する

焼成良好な土器である。

１７０７直径50cmを越える大型の深鉢形土器と思われる破片である。口縁部には、非常に低いが２個１単位

の小突起がある。この突起は、粘土を張り付けたというよりも、突起間の口縁を押し広げ、左右に分けたと

いうような感じである。沈線は４本めぐるが、丁寧に削り取られており、粘土のはみ出しはきれいに除去さ

れている。内外面ともよく磨かれている。赤ないし茶褐色を呈する。

第31図１～１０は沈線や削り出し隆線、それに工字文の系統にある土器である。まず、２，３，５，７は深

鉢形土器とみられる破片で、２，６は凹線状の沈線、３，５，７は削り出し隆線により施文されている。３

は、剥落してはいるが隆線間を繋ぐ痕跡が認められ、工字文が意識されている。３，５は1706に共通する器

形であろう。１，４，６，８，１０は浅鉢ないし鉢形土器の可能性があるもので、ｌと４が削り出しによる隆

線、６と10が沈線である。１および６は内面に沈線がめぐっている。４は胴部破片で、工字文様の隆線であ

る。８は強く外反する口縁部破片で、口縁と肩部とに沈線がめぐり、それにより隆線の効果を表現した変形

の工字文とも考えられる。９は浅鉢と思われるが、深い器形を呈する可能性もある。「く」の字形にくびれ

る頚部、強く張った肩部である。この肩部には粘土の張り付けによると思われる隆線が付けられている。こ

の隆線の頂部には細い沈線が付けられており、あたかも２条の細隆線が走っているような効果が有る。この

２条の「細隆線」は部分的に一つに収束し、その箇所は高く盛り上がっている。胴部には粗く浅い縄文が施

されているｏｌｌ～14は刺突文のつけられた土器である。１１はくびれ部の平行沈線間に大きめの刺突が連続す

る。１２は曲線的な２本の細い沈線間に、小さく丸い刺突が２段につけられている。１３は細長い刺突文が同心

円状につけられている。１４は外反する短い口縁の深鉢形土器で、頚部に２本の沈線が走り、その中に列点状

に刺突文が付けられ、一部に痛状の張り付けも認められる。その癌の部分から口縁部まで、同様の沈線と刺

突文が延びている。また、痛の下方には、下向きの半月状に沈線が付けられている。器面には凹凸が残る、

整形の雑な土器である。１５～19は条痕文の土器である。１５は小形の深鉢形土器で、縦方向に条痕が付けられ、

その上に沈線が蛇行する。口唇には刻目が連続する。１６は広口壷の口縁部破片で、太い凸帯がめぐっている。

この凸帯上と口唇部とには指頭圧痕が付けられている。凸帯以下には横方向の条痕が施されている。１７は底

部を中心とした破片で、縦方向に条痕がみられる。１８は胴部破片で、横ないし斜めの条痕である。１６と同一

個体の可能性がある。以上の条痕文土器は、明るい黄褐色の色調である。１９は斜方向に条痕が走るが浅い。

色調は灰色である。２０～23は無文の土器である。２０は壷形土器と思われ、頚部に段がつく。２１は折り返し口

縁の深鉢形土器である。２２は口唇に円形の刻目が連続する。２３は小突起２個がつぎ、「く」の字形に強く屈

折する口縁部の土器である。
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以上、1701～1707,1～10については、晩期後葉の氷Ｉ式に併行するものとみられる。１２～14は晩期中葉
の安行３ｃ式併行、１１も安行３ｂから３ｃにかけてのものと見なされる。条痕文士器については、概ね晩期
後葉のものであるが、特に16は東海地方西部の樫王式に併行するものと思われる。

第18号住居jLl上（第29図）

Ｆ・Ｇ－８．９区で発見された。第１４号の西３ｍ，第２１．２２号の南３ｍに位置しており、付近には他に、

炉だけが検出された第20号や第39号がある。石列により取り囲まれた住居で残存状況は良好である。西辺お
よび東辺が4.3ｍ，北辺および南辺が３．５ｍを測る長方形の本体と、その南西コーナーから延びる敷石の張り

出し部とから構成される住居である。この張り出し部については、敷石のレベルと、住居本体を取り巻く石

列および炉石のレベルとはほぼ一致し、両者の接合がスムーズであること、付近にこの敷石と関わりのある

遺構がないこと等から、これを第18号住居の張り出し部と見なしたものである。住居本体の長軸は、ほぼ南

北方向であるが、張り出し部一炉一北東コーナーを通る線を主軸とすると、Ｎ－２９ｏ－Ｅである。石囲み炉

が住居のほぼ中央部に設けられている。規模は、石の外側までの直径が１ｍ，内側で60～70cm程である。取

り巻く石は一段であるが、その外側に偏平な石が敷かれている箇所もある。炉内の焼土中から僅かながら焼

けた鹿角片が出土している。床は褐色土であり、あまり堅くはない。北西隅付近および炉と張り出し部とを

結ぶ位置には、部分的にではあるが、石が敷かれている。張り出し部は、長さ４，，幅1.2～1.5ｍを測り、

ほぼ全面に石が敷かれている。両側の石は細長いもので、中には立ったものもあり「側石」という観がある。

両側以外は、偏平な石が用いられている。入り口部とみられる施設である。本吐は、現状保存区域内に位置

しており、床下や石下など下部の調査は行なわなかった。

土器を始めとして、土製耳飾りや石器が出土した。晩期前半の住居である。

出土土器（第30図）（第31図24～35）（第32図１～１３）

１８０１壷ないし鉢形土器の口縁部を中心とした破片である。皿状に開いた口縁部で、削り取りによる三叉

文や磨消し縄文がつけられている。口唇には横長の楕円状に押圧が連続し、小突起が付けられている。この

突起は５個と見られる。口縁の上端および頚部には平行沈線が走り、その間に刻目が連続する。頚部以下胴

部はゆるく湾曲しながら下部に移行していくものと思われる。器壁は非常に薄いが、器面はザラつぎがあり、

内面は剥落が激しい。

１８０２台付土器の台下半部と思われる。炉の北側縁石にのった状態で出土した。三叉文につながるような

三角形の透かしが見られる。器面はあまり磨かれてはおらず、ザラつきがある。色調は明るい褐色を呈するｏ

ｌ８０３炉の上面から出土した頚の短い壷形の土器である。頚部以下に沈線と磨消し縄文帯が施されるが、

文様構成は、入り組み「鍵の手」文に共通している。また、「鍵の手」文間には三叉文がみられる。外面は

よく磨かれており、特に無文部は光沢がある。明るい茶褐色を呈する。

１８０４小形の鉢形土器である。全体の二分の一程の破片であるが、口縁部を欠く。突出した小さい底部か

ら丸みをもって立ち上がり、いくぶん外反して口縁部にいたる器形である。内外面ともに指頭状の圧痕が残っ

ているが、よく磨かれている。色調赤褐色。

1805は台付鉢形土器と思われる破片で、台に沈線が１条横走する。明るい褐色でザラつぎがある。1806も

台付きの土器であるが、1805に比べて器壁は薄く、整形も丁寧で、よく磨かれている。括れ部に有刻のある

隆帯がめぐっている。黒褐色を呈する。

第31図、第32図は覆土を中心に出土した破片である。２４は単純な器形だが、内面に稜のつく深鉢形土器で

ある。口唇には小突起がつき、刻目が連続する。平行沈線と刻目、連続弧線により施文されている。口縁部

上部および下部の弧線内には縄文がみられる。２５も深鉢形土器の口縁部破片である。口唇に深い刻み目が連

続する。以下、凹線状の沈線が３条めぐり、胴部には縄文が施されている。２６，２７，２９は羊歯状文のみられ

る深鉢形土器口縁部破片である。２９の文様は大柄で、口唇部に三痛状の小突起が張り付けられている。30,

31は入り組み鍵の手文土器である。３０には縄文が施されている。塊形土器である。３１は浅鉢ないし鉢形土器

3７
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である。３２は塊形土器とみられ、強く内湾する口縁部に縄文が施されている。３３～35は同一個体とみられる

もので、３３が口縁部、３５が胴中位、３４が胴下方の破片である。深鉢ないし鉢形土器と思われ、タスキ掛け状

に弧線文が入り組んでいる。また弧線間には三叉文があり、平行沈線間には縄文が充填され、その中に列点

が続く。赤彩が残っている。第32図１～９は沈線を主体とした土器である。特に２．４．５．８．９は典型

的な清水天王山式土器で、３．６．７もその一群に含まれるものである。まず、１は凹線状の沈線が入り組

んでおり、刺突による列点が連続する。一部に縄文がみられる。２．８は平口縁の深鉢形土器で、入り組み

乃至入り組み三叉文の施されるものであろう。４．５．９は口縁部に有刻凸帯のある土器で、特に５は波状

第32図土器拓本（１～１３第18号住居杜、１４～２９第19号住居杜）（１／３）
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第19号住居杜（第33図）

Ｆ・Ｇ－７区にて炉祉が２カ所発見された。撹乱が激しく、いずれも炉石の一部が確認されただけである。

本来２軒の住居であるが、調査段階で第19号Ａ・Ｂとしたことから、この番号に従うこととする。

第19号Ａは東側の炉で、一辺が80～90cm程の方形をしたものと推測される。炉の周辺には偏平な石が敷か

れており、大きいものは60×50ｃｍもある。敷石住居であったと思われる。

第19号Ｂは、発掘区の西際から発見された炉吐で、東側半分が残っているだけである。側石の外側に炉を

囲んで、一辺1.2ｍの方形に石が敷かれている。本吐の範囲については、第19号Ａの敷石に近い箇所に幾つ

かの石が並んでおり、これを東側の壁とすると直径５ｍ程度の住居とすることができる。そうした場合、２

軒の新旧関係については、Ａが旧いことになろう。遺物については、まとまった土器は出土しておらず、破

片に限られる。またＢ付近からは土製耳飾りが15、土偶１，Ａ付近から耳飾り１，土偶３などが出土している。

口縁で頂部は突出する。４の凸帯は幅広い。４．９は入り組み三叉文、５は入り組み文である。６は器壁の

非常に薄い土器で、浅い沈線により入り組み文と思われる構成である。７の三叉文は幅広く、また区画内に

は列点がみられる｡１０～１３はその他の土器で、１０には押圧の連続する隆帯が２条横走するｏｌ３は２本の弧状

沈線間に刻目が連続する｡口唇には小突起がある◎１１．１２は無文の土器である、１１は口唇に刻目が連続する

深鉢形士器。１２は鉢形土器であろう。

以上、本土l上出土の土器には東北地方大洞系（1801，第31図25～29等）、中部地方から一部北陸方面と脈絡

のうかがえるもの（第31図30～35）、中部から東海方面の土器（第32図１～９等）などの特徴をみることが

できる。

０ ２ｍ

－－－Ｆ一一一一

第33図第19号住居社（１／60）
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れるものと思われる。

第20号住居杜（第34図）

Ｇ－８区、第18号住居祉の西1.5ｍに位置する。炉および

それを取巻く石敷きの一部が発見されただけである。炉は一

辺が80cm程の正方形に近い形状である。側石は長方形の石４

個をしっかりと埋め込んである。これらの石は火熱を受け、

ひび割れしている。側石の外側には、偏平な石が敷かれてい

る。本来、220×150cmの範囲に整然と敷かれていたと思われ

るが、部分的に抜かれている。このような、炉と敷石の構造

は、第19号Ｂ住居吐に類似している。東1.5ｍに第１８号住居、

南1.5ｍに第39号住居がある。これらの新旧関係については、

20号→39号→18号という順序が考えられる。その理由は、ま

ず炉および敷石部の大きさからみて第20号は一辺が３ｍ以上

はあると思われ、東1.5ｍに第１８号があることは、第18号に

より第20号が切られていることを意味しよう。同様に第39号

の炉と第18号とは１ｍしか離れておらず、第39号は第１８号に

切られていることになる。一方、第20号と第39号については、

両者の距離は約２ｍである。この距離からみても、第20号が

新しいとは考えにくい。むしろ、第20号の敷石のうち南側の

石が抜かれていることは、第39号住居の壁により撹乱をうけ

た結果と考えられないだろうか。このように検討してみると、

先のような関係が導き出されよう。ちなみに、第20号のよう

な炉の構造は、第19号Ｂのように後期の所産の可能性が強い。

本祉付近からは、土製耳飾り16点が出土しているが、炉中

⑦
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出土土器（第32図14～29）

いずれも炉の周囲の覆土から出土したものである。１は浅鉢形土器とみられる破片で、口縁部上端に低い

隆起帯縄文が走り、口唇にも縄文が付けられている。１５も浅鉢形土器の破片で、沈線が横走し、刻目が連続
する。１６は「く」の字形口縁部の深鉢形士器破片で、屈折部に横長の癌が付けられ、その屈折部と口縁上端

に、円形の刺突文が連続する。胴部には、羽状沈線が施されている。１７は波状口縁部の深鉢形土器で、口縁

部と平行に２条の沈線がうねっている。この沈線より上の部分には地文として縄文が施されている◎胴部に

は羽状沈線がみられる。口縁は内側に肥厚し、波頂部内側には、円形癌が張り付けられている。明るい褐色

を呈する。１８～20は弧状沈線の土器である。１１は折り返し口縁で、その部分に背中合わせの弧文が２条みら

れる。１９は折り返し口縁部ではないが、沈線により区画された口縁部は幾分肥厚している。その口縁部に、

２条１単位の弧文が、上向き、下向きと交互に連続している。胴部には、より大きい弧文が、口縁と同様に

連続している。砂粒を多く含み赤褐色を呈する土器である。２０も文様構成は、１８．１９に類似するが、縦方向

の向き合った対弧文がみられる。また、口縁部には長円状の張り付け癌があり、この癌と対弧文とを結ぶ沈

線に、三叉文が認められる。２１～24は清水天王山式土器である。２４が三叉文状であるが、他は入り組み文で

ある。２５は彫刻手法で施文されている。２６，２８，２９は隆帯の付けられた深鉢形土器である。２９には有刻凸帯

と、その下に浅い沈線が認められる。清水天王山式の一群とみられる。２６は有刻凸帯と肥厚した口唇部とを

結び、縦方向の隆帯が付けられている。２８には突起が突出し、その下に隆線がめぐる。２７は縄文帯と、三叉

文とがみられる土器である。

以上については、１４～17は後期後半、１８～20が後期末から晩期初頭、２１～２５．２７が晩期前葉に位置付けら

Ａ

第34図第20号住居祉炉（１／60）
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からも１点が出土した。また、付近から焼獣骨の細片が少量検出された。出土土器からみて本吐の時期は後

期後半から、晩期前半と思われる。

出土土器（第30図）（第37図１～22）

炉の周辺の黒褐色土中から多くの土器が出土した。2001は台付き土器の頚部破片である。円形の貫通穴が

みられる。2002は皿形土器の三分の一程の破片。小突起３個が１単位で付けられている。2003は蓋と思われ

る破片である。全体の八分の一程の小さい破片であるが、つまみ部は完全で、頂部は窪んでいる。整形は丁

寧ではなく、特に内面には輪積痕や指頭圧痕が残っている。色調は黒褐色。

第37図１，２は波状口縁の深鉢形土器である。１は平行沈線間に縄文が充填されている。波頂部を欠くが、

その下方には痛状の張り付けが見られる。口縁は内側に若干肥厚する。２は波谷部の破片で、隆起帯縄文が

みられ、口唇は外側に肥厚する。３は三日月状の隆帯が背中合わせに２個１単位、あたかも「Ｘ」字状に付

けられている。深鉢形土器の頚部破片であろう。４は凹線状の太い沈線３条が横走し、頚部は羽状沈線であ

ろう。なお、口縁部上端と屈折部には刻目が連続する。５は平口縁部の深鉢形土器で、いわゆる「掘起しコ

ブ」状の刺突文が連続する。口縁は内側にやや肥厚する。黒褐色を呈する土器である。６には横走する平行

沈線と弧状に連続する沈線があり、沈線間には刻目が付けられている。７にも２本ｌ単位の弧状沈線がみら

れるが、ここでは上下に背中合わせの弧線である。口縁部には、２本の隆帯が付けられるが、それらが収束

し、痛状の突起になる箇所も認められる。灰褐色を呈する、器壁の薄い土器である。

以上、１．２は安行系、３．５は東北地方の「コブ」付土器系、４は凹線文系の土器で、それぞれ後期後

半に位置付けられるものである。

８～12は清水天王山式土器である。８．９は平口縁の深鉢形土器で、入り組み弧線がみられる。１０．１１は

胴部破片で、入り組み三叉文がつけられる。１１の器壁は薄く、３～４ｍである。１２は山形の突起がある、波

状口縁深鉢形土器で、彫刻的な三叉文がみられる。口縁部には有刻隆帯が走っている。１３は、沈線による三

叉文が施され、口縁にコブが張り付けられている。１４～16,18は大洞系の土器で、１４は注口土器と思われも

ので、良く磨かれており、黒褐色を呈する。胴部は羊歯状文で飾られる。１５．１６も羊歯状文の土器であるが、

15は深鉢形土器、１６は鉢形土器であろう。１８は浅鉢ないし皿形の土器と思われ、雲形文的な縄文帯が削り出

しにより付けられている。１７は台付土器の台部破片である。透し文や、鋭い刻みによる沈線で飾られ、地文

には縄文が施されている。赤彩の痕跡がある。１９は雷文士器で、「入り組み鍵の手文」がみられる。鉢形土

器であろう。２０～21は無文の土器である。２０は口唇に押圧が連続する。２１は、外反する器形の深鉢形土器で、

くびれ部直上に押圧文が粗く付けられた隆帯がめぐる。平口縁であるが、小突起がある。

第21号住居杜（第35図）

Ｇ－９区にて、第22号と重なり合って発見された。第18号の北３ｍに位置する。本祉はすでに試掘調査の

際に炉祉が発見されており、その所在が知られていたものである。第２１．２２号共に石で囲まれた住居である

が、石の配列状況からみて、第22号のほうが新しいと思われる。従って、本吐の規模については、詳細不明

であるが、南北の軸および炉の位置からみると、一辺4.5ｍ程の住居とみなされる。住居を取巻く石列は本

来整然としていたと思われるが、相当撹乱されており、住居の床面にまで広い範囲に散乱している。但し、

炉の西から北にかけての床上には偏平な石が密着しており、床面に敷かれていたものもあったと推測される。

北西壁の石列はやや残りがよい。床面は褐色士面にあることから、堅くはなく、また柱穴等の検出もできな

かった。炉は石囲み炉で、llOcm×80cnlの楕円形を呈する。石は、偏平で長いものを一列に埋込んである。

遺物は土器を中心とするが、土偶と土製耳飾りが１点ずつ出土している。また、少量ながら焼けた鹿角片が

出土した。晩期前半の住居で、現状保存されている。

出土土器（第30図）（第37図23～40）

２１０１皿形土器の二分の一程の破片である。地文として縄文が施され、口縁直下に弧文が連続し、その下

に尾を長く引く「入り組み弧文」や「蕨手」状の曲線がみられる。入り組み部や蕨手の部分には、細い刺突

4L４
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､る。口縁部内側には、沈線が一条横走する。文が付けられている。底部は円形に窪んでいる。口縁部内側には、沈線が一条横走する。明るい褐色を呈す

る。内面は剥落が激しい。

２１０２皿形土器の３分の一程の破片である。沈線に区画された縄文帯が口縁と平行にめぐる。口縁部には

小突起が付けられている。赤褐色を呈する。

２１０３壷形土器の口縁部破片である。頚部に削り出しによる隆帯がめぐり、肩部にも同様の手法による文
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様がみられるが、以下、欠損しているため詳細は不明。

２１０４鉢形土器の口縁部破片である。「入り組み鍵の手」文が付けられているが、それぞれの入り組み文

は、縦方向の短線により区画されてる。

２１０５台付き土器の破片である。明るい褐色を呈するが、器面はザラつきがある。

2106～2111は無文の深鉢形土器である。2106は３分の一程の破片で、内湾する口縁。外面の一部に炭化物

が付着している。2107はは４分の一ほどの破片で、口唇部が外反する。2108は６分の一ほどの破片。口縁部

内湾し、内面に輪積み痕が残る。2109は３分の一程の破片である。頚部が屈折し、口唇には押圧が連続する。

2110も４分の一程の破片である。以上の土器は、内外面とも整形は粗い。2111は小型の深鉢形土器で、胴下

半部を欠く。外面はザラつくが、内面の整形はやや丁寧である。

第37図23～40は覆土から出土した破片である。このうち23～26は「鍵の手」文の一群である。２６を除き縄

文が施されている。２３．２４は入り組み鍵であり、２４にはさらにＸ状の沈線がみられる。２６は曲線的な、一条

の鍵の手と思われる。２５には縄文がなく、特種な鍵の手文がみられる。２７は鉢形土器で、地文に縄文があり、

柳葉形状の沈線が認められる。２８～30は羊歯状文ないしその系統の土器である。２９は特に彫刻的である31.

32は同一個体と思われる破片で、沈線に区画された中に、細かい刻目が付けられている。皿形の土器であろ

う。３３．３４もⅢないし浅鉢形土器と思われる。いずれも、削り出しにより、磨消し縄文の雲形文が施されて

いる。３５は壷形土器の頚部破片で、雲形文と思われる文様がみられる。３９．４０も壷形土器と思われる同一個

体で、磨消し縄文で装飾される土器である。頚部に押圧が連続し、胴部には横位および逆「の」字形の縄文

帯が付けられている３７．３８は注口土器であろう。同一個体の可能性があり、半肉彫り的な磨消し縄文による、

雲形文が施されている。３６は浅鉢形土器であろうか。沈線により区画され、磨消し縄文がうねっている。

以上、晩期前葉から中葉の土器を中心としている。特に東北系の土器では、２８～30が大洞ＢＣ式、３３～３８

が大洞Ｃｌ式に比定できよう。

第22号住居杜（第35図）

第21号を切って作られている。主軸の方向は、第21号とほとんど同じであり、発掘当初は一軒の長い住居

とも考えたほどである。しかし、重なる部分の石列の並び具合が、本吐の他の辺と整合しており、炉も検出

されたことから、時期の異なる２軒の住居と断定することができた。４．５ｍ×４．０ｍと、北西一南東軸がやや

長い、長方形をした石囲み住居である。第21号と重なる北西辺の状況が良好で、基本的には石が２列に並べ

られており、西コーナーに近ずくにつれ、多く用いられている様子がうかがわれる。炉も本来石で囲まれて

いたと思われるが、残存状況は良くない。また、床や炉の周囲にも敷石は認められない。床面は褐色士であ

り堅くはなく、柱穴等も検出できなかった。２１号同様に現状保存するため、下部の調査は行わなかった。晩

期前半の住居である。

出土土器（第36図）（第38図ｌ～14）

２２０１深鉢形土器の４分の一程の破片である。頚部はゆるくくびれる。そのくびれ部以上に沈線と刺突文

とが連続している。口唇部には刻目がつけられている。胴部には縄文が施されている。灰褐色を呈する、や
や脆い土器である。

２２０２深鉢形土器の３分の一程の破片である。頚部は「く」字形にくびれている。口縁部には縄文が施さ

れるが、胴部は無文である。口唇には、刻み状に削り取られた箇所が、間隔をおいて連続する。明るい褐色
を呈する。

２２０３台付き土器の台部破片である。

２２０４無文の深鉢形土器の４分の一程の破片である。内外面に輪積痕が残る箇所もあるが、それを調整し

てある部分についても、指頭痕や盛上がった整形痕が顕著である。明るい褐色ないし褐色を呈する。

（第38図）１～14は覆土を中心に出土した破片である。１．２は隆起帯縄文を持つ波状口縁部の深鉢形土

器である。痛状の隆帯やブタ鼻状の張り付け文がみられる。３．４．６は沈線および刺突文・刻目などがみ

4９
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第23号住居杜（第39図）

Ｂ－７区にて、１号配石の拡がりを確認中に発見された住居である。このＢ列の箇所は尾根の高い部分に

当り表土が浅いことから、耕作などによる撹乱が激しい場所である。従って、第１号配石を始めとして遺構
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第39図第23号住居杜（１／60）
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れる土器である。６は鉢形土器と思われ、口縁部には細かい縄文が施され、沈線間に横長の刻目がていねい

に付けられている。５は押圧の連続する凸帯がめぐる。７は入り組み弧文が付く胴部破片、８は雷文士器で

入り組み「鍵の手」文がみられる。７には縄文が施されるが、８には認められない。９は細い沈線が数条み

られる。清水天王山式土器であろう。１０～１２．１４は大洞系の土器。１０．１４は鉢形土器と思われる破片で、１４

は羊歯状文の一群の土器である。１１は浅鉢形土器で、磨消し縄文による雲形文が、彫刻的に施文されている。

胴下半部が丸味をもって膨らむ器形の土器である。口唇部に刻み状に削り出されている。器壁は薄いが、ザ

ラつぎがある。大洞Ｃｌ式に比定できよう。１２も浅鉢形土器の口縁部破片で、小突起が付けられている。そ

の突起の内側から口唇にかけて彫刻的な沈線等がみられる。外面は沈線と刻目とで飾られる。１３は深鉢形土

器の胴部破片で、細沈線を地文に「稲妻」状の沈線が走る。内面はよく磨かれている。晩期後半の土器であ

ろう。
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の残存状況はよくない。本吐はローム中に掘り込まれているが、撹乱のため壁上部は相当削平されており、

特に西壁から南壁にかけての立上がりはほとんどない。長軸５ｍ程の、やや胴の張った隅円方形の住居であ

る。南壁よりやや西に寄って大きな平石２個が並んでいるが、付近のいくつかの偏平な石とあわせて、入口

部に連なる施設の敷石とみなされるものである。入口部は幾分張出すのかもしれない。この石と炉の中心と

を結んだ線が、本吐の主軸であり、Ｎ－２５ｏ－Ｅを測る。床面はロームで堅い。炉は住居の中央よりも若干

入口方向に偏っている。110×１１０cmの範囲で掘り窪められており、焼土が堆積していた。北側に石が数個残っ

ているが、本来は石囲み炉であったろう。小穴が20個程検出されたが、壁際に規則的に配列する８個（Ｐｌ

～Ｐ８）は柱穴であろう。また、南壁の平石際の数個（Ｐ９～11）も柱穴ないし入口に関する施設であろう。

遺物は土器がほとんどであるが、西壁外側の傾斜部分（平面図中NOLｌ）から硬玉製品（第139図）が、東壁

外（平面図中NQ2）から石錘（第135図）が出土した。但し、これらの遺物は本祉に伴うものではなく、本

祉の上面に延びていたであろう１号配石に伴うものと考えたほうが良さそうである。後期中葉、加曽利Ｂ２

式期の住居とみられる。

出士土器（第36図）（第38図１５～23）

２３０１算盤玉状胴部の浅鉢形土器で、全体の３分の一程の破片である。肩部には縄文を地文に、沈線によ

る長円の区画文、胴部に雑な羽状沈線が施されている。

第38図１５．１６は同一個体と思われる深鉢形土器の破片である。口縁部と平行に、紐状の細隆線が２条めぐ

る、以下に磨消し縄文帯が区画されている。内外面ともに非常に磨滅している。１７は粗製の深鉢形土器の口

縁部破片である。以上は堀之内１および２式土器である。１８は口縁部破片で、平行な磨消し縄文帯がある。

黒褐色を呈し、内外ともに磨かれている。加曽利Ｂ１式土器である。１９は算盤玉形胴部の浅鉢形土器口縁部

破片で、肩部に弧状の磨消し縄文帯が施される。２０～22は沈線により羽状・格子目などが描かれる一群であ

る。２０は鉢形土器、２２は波状口縁部の深鉢形土器であろう。これらは、加曽利Ｂ２式土器である。２３は非常

に細かい刺突文が充填されており、蛇行した沈線も付けられている。

第24号住居杜（第40図）

Ｆ－ｌＯ区の黒褐色土居を調査中、炉吐が発見された。付近には小さいながらも偏平な石が散布しており、

僅かに住居の残存をうかがわせる。住居の規模や形状を知る由もないが、これまでの住居例から、炉の北側

と南側とにある平らな石を本吐の対角線とすると、一辺が４～4.5ｍの方形の住居とみることができる。炉

は石囲みで、直径80cmの円形である。中央部は深さ１４cmほど掘り窪められている。石は一列がめぐるだけで

ある。住居の範囲とみなされる場所から土製耳飾り３点、土偶１点が出土した。現状保存された住居である。

後期後半の住居と思われる。

出土土器（第36図）（第38図24～40）

２４０１鉢形土器の二分の一程の破片である。口縁部が内湾する、無文の土器である。器壁は５ｍ前後と薄

く、部分的に輪積み痕や指頭圧痕が残るが、よく磨かれている箇所もある。明るい褐色を呈する。

第38図24は隆起帯縄文の土器であるが、口唇部の肥厚や、隆帯の盛り上がりは顕著ではない。平口縁の鉢

形土器であろうか。２５～32は沈線を主体とした士器である。２５は「く」の字形口縁の深鉢形土器破片であろ

う。横走する平行沈線と、縄文帯とが施されている。２６は、小突起をもつ深鉢形士器で、突起部に向かって

収束するかのように、沈線がめぐっている。地文は縄文である。２７は深鉢形土器の突起部破片である。突起

の上端には２条の刻目が付けられている。２８は波状口縁の深鉢形土器と思われる破片で、口縁と平行に沈線

が走り、その間に刺突文が連続する。２９は口縁部破片で、背中合わせの弧文が施されるとともに、刻目のあ

る棒状の隆帯が付けられている。３０は深鉢形土器の胴部破片で、刻目の充填される弧状の区画文がみられる。

31も弧状の沈線が付けられた口縁部破片。「く」字形口縁の深鉢形土器と思われる。３２は胴部破片で、上部

に曲線状の沈線、下半に羽状沈線が施されている。清水天王山式土器である。

３３は縦方向に棒状の隆帯が付けられた口縁部破片である。隆帯上には押圧文が連続する。３４には円形の張

5１
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第25号住居杜（第41図）

Ｅ・Ｆ－ｌＯ・’１区に位置する。付近には第28号や第30号住居がある。黒褐色土中から石が多く出土し始め、

特に南西側に偏平な石が密集し列をなすのが確認できた。当初この部分を配石遺構と考えたが、調査が進む

と、この石列の北２ｍ程から石囲み炉が確認されたため、住居とみなした。北側から東側にかけて、小振り

の石が集中する箇所が３か所みられるが、平らに敷きつめられた状況ではなく、本祉の覆土上層でしかも壁

外にあること等から、本祉とは直接かかわりのないものとみられる。当初確認された南西側の石列は本吐の

壁をなすものであろう。ここには偏平な石が２列から３列に敷かれており、最も内側の石は住居内に傾斜し

ている。他の辺（壁）については石列の残りは良くない。炉は、二重に石がめぐるものであるが、北東側に

は残っていない。この炉石は、内側が小さく外側が大きい。規模は、外側の炉石で計測すると、150×120ｃｍ

以上となる大型のものである。床は黒褐色土で堅くはなく、柱穴等は検出されなかったため、床や石を剥が

して下部の調査を行なった。その結果いくつかの穴を見出だしたが、このうちＰ１からＰ８が柱穴の可能性

がある。これらの穴と石列の配置から推定すると、本吐は一辺５ｍ程度の方形の住居とみなされる。柱穴は

石列の内側に並ぶことが確認できる。なお、P13の北東側から石剣（第140図５）が出土したが、これは住

居外とみられる地点である。本吐の時期は晩期中葉から後葉であろう。

出土土器（第42図）（第43図ｌ～33）
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第40図第24号住居社（１／60）

り付け文があり、上部が楕円状をなす小突起が付けられている。３５には刺突文や刻目がみられる。

３７．４０は無文の土器である。いずれも口唇部に押圧や刻目が連続する。３９は波状口縁深鉢形土器の破片で

ある。波頂部は上端が広がり、強く外反する。口縁には隆帯が２条走り、その間には沈線が２条付けられて

いるｏ３６は小型の塊形とみられる土器で、沈線間に細かい刺突文が充填されている。３８は壷形土器の頚部破

片で、磨消し縄文帯が施されている。外面黒色を呈し、良く磨かれている。

以上の土器について、３２．３６．３８が晩期前半、それ以外は後期後半に位置付けられると思われる。
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２５０１覆土の褐色土から出土した浅鉢形土器の４分の一程の破片である。無文であるが、内外面ともに磨

かれている。口唇部に小突起が付く。

２５０２覆土下層から出土した鉢形土器の３分の一ほどの破片である。頚部は強く括れ、短い口縁部へと至

る。全面に地文として、無節の縄文が施されている。肩部に円形の張り付けがある。口唇には刻目が連続し、

小突起もみられる。

２５０３壷形土器であるが、頚部以上を欠損する。底部はやや丸底気味である。器面の剥落が激しい。

２５０４鉢形土器の胴下半部である。沈線で区画された磨消し縄文帯が横走する。内外面や割れ口部分の磨

滅が激しい。灰褐色を呈する。覆土上層からの出土である。

２５０５底部が大きく、偏平な器形の壷形土器とみられるものである。内面には、輪積み痕や指頭圧痕が、

底部外面には指頭圧痕が残っているが、胴部は比較的よく磨かれている。また、胴下部に張り付け文がある

が、これは全体で４個付けられていると思われる。灰ないし黒褐色を呈する。

2506～2509は無文の深鉢形土器である。2506は口径に比較して底部が小さい形状の土器である。２分の一

ほどの破片である。輪積み痕が著しい。2507は頚部の強く括れる、大型の深鉢形土器で、全体の３分の一程

の破片である。2508は胴下半部を欠している。補修孔がみられる。以上は、覆土下層からの出土である。２５

０９は胴下半部の破片である。底部周辺は火熱を受けたらしく、赤褐色を呈する。

２５１０鉢形土器ないしⅢ形土器の底部破片である。突出した小さい底部の土器。内外面ともに磨滅が激し

く、ザラつきがある。

第43図１は口縁部破片で、平行沈線と縄文帯との間に三叉文がみられる。２．７は雷文士器の一群であろ

う。２は鉢形土器の破片と思われるが、連続した「鍵の手」文である。７も鉢ないし塊形土器の口縁部破片

で、入り組み鍵の手文がみられる。地文に縄文が施されている。３は深鉢形土器の頚部破片であるが、括れ

部に連続する鍵の手状の沈線が付けられている。４は壷形土器の肩部付近の破片である。括れ部に径５mm程

度の貫通孔が等間隔で並んでいる。文様は、沈線による入り組み文が主体である。地文として縄文が施され

ている。黄土色を呈する。５は入り組み弧文の土器で、清水天王山式土器である。６は入り組み三叉文が付

けられている。８～12は東北系の土器である。８は深鉢形土器の口縁部に近い破片で、沈線と刻目が連続す

る。大洞ＢＣ式に比定できよう。９は皿形土器で、彫刻的な雲形文により飾られている。器面は磨滅してい

るが、僅かながら縄文も残っている。赤褐色を呈する。大洞Ｃｌ式に比定できる。１０，１１も皿ないし浅鉢形

土器であろう。いずれも磨消し縄文帯がみられるが、９ほど彫刻的ではない。１２は頚部が括れ、短かく外傾

する口縁部を有する深鉢形土器である。肩部に２条の沈線が走り、張り付けによる突起が見られる。胴部に

は縄文が施される。黒褐色を呈し、良く磨かれている。

１３～18は列点文のある土器である。１３は壷形土器で、肩部に２条の沈線がめぐり、その間に刺突文が連続

する。外面茶褐色を呈し、良く磨かれており光沢がある。１４は深鉢形土器で、僅かに括れる頚部を中心に、

半裁竹管様の工具による平行沈線と刺突文とが付けられている。口唇にも同様の刺突文が連続する。１５～１８

は同一個体ではないが、同種の器形・文様の土器とみられるもので、広口壷に類する器形と思われる。１５は

口縁部破片で、張った肩部に、刺突文の充填された平行沈線がめぐる。また、一部には円形の張り付けがあ

り、それを中心として下方に弧文が延び、上方には刺突文が充填された幅広の平行沈線帯が、口縁部まで続

いている。口唇には小突起がみられる。灰褐色を呈する、堅い焼成の土器である。１６は、胴上半部の破片で

ある。別個体ではあるが、文様構成上からは15の下部に連続するようなものであろう。刺突文の付けられた

平行沈線帯がめぐり、その下に刺突文と沈線から成る弧状文が施されている。さらに、弧状文の中央から、

下方に向いた矢印状の沈線がみられる。器壁は厚く、1.3cmを測る部分もある◎１７は外反の強い口縁部破片

である。やはり肩部に刺突文の付けられた平行沈線帯が走る。肩部に円形の張付けもみられ、口唇には小突

起がある。１８は肩部以下の破片である。円形の張付け文、沈線による弧状文がみられる。１９，２０には沈線に

より図形状の文様が描かれている。１９は坑形土器、２０は深鉢形土器であろう。２１は鉢形土器と思われる。や

や膨らんだ肩、短く外反する口縁部をもつ。文様は肩部にあり、「Ｔ」字形の沈線を中に持つ逆三角形状の

5６
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第26号住居杜（第44図）

Ｄ－１０区に位置する。炉しか残っておらず、その周辺に僅かに石が散乱するだけである。南４ｍには第３

号配石が、北２ｍに第29号住居がある。炉の北東側にある大きめの石は第29号住居のものかもしれない。炉

は石囲み炉で、直径1.1ｍ程の円形を呈する。石は一列にめぐるが、その外側に平石が残っている箇所もあ

り、本来は炉の周辺に敷石されていたことがうかがわれる。床面下を調査したところ、いくつか小穴が発見

された。なお、床剥ぎ作業中に焼けた獣骨片が出土したが、この中には鹿角も含まれている。また、炉石付

近から土偶１、土製耳飾り１が出土した。炉周辺から出土した土器からみて、本吐は晩期後半の住居である

う。

出土土器（第36図）（第46図１～30）
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図形が、横並びで連続する。内外面ともに黒褐色を呈し、光沢がある。外面には、赤彩が残っている。

２２～31は工字文・浮線網状文。およびその一群の土器である。まず、２２．２３は同一個体とみられる土器で、

細い隆線による工字状の文様が走る。その上下には、細かい円形の押圧文が一条ずつ連続する。灰褐色を呈

する。内面は良く磨かれ光沢がある。２４．２５は浅鉢形土器の破片であろう。浮線網状文が付けられている。

26～30は口縁部に一条ないし二条、凹線状の沈線がめぐる深鉢形土器である。２７．３０は口縁部が外反する。

また、口唇の断面形状には、丸味みを帯びるもの（２６．２８）、平坦なもの（27）、尖り気味のもの（２９．３０）

などがある。２８は小型で、沈線以下に細い条痕がみられる。３１は壷形土器の頚から肩部にかけての破片で、

肩部に三条の平行沈線が走る。

３２，３３は条痕文系の土器。３２は刻みのある凸帯部の破片である。３３は全面条痕が施される。いずれも黄褐

色を呈する。

以上のように、晩期前半から後半までの土器がみられる。
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２６０１無文の浅鉢形土器である。４分の一程の破片。

２６０２皿形土器である。底部から口縁部にかけての一部を欠損する。口縁部は刻み目状に、小さな波状を

呈している。口縁部に近い部分に、平行沈線が施される。また、焼成前につけられた孔２個がある。赤褐色

を呈し、光沢のある土器である。

2603～2605は住居の床面を剥がし、柱穴等を確認する作業中に出土したものである。2603は無文の深鉢形

土器口縁部破片である。隆帯状に粘土紐が張付けられ、口縁を取り巻いている。その隆帯上には一定の間隔

で、突起状の盛り上がりがある。黒褐色を呈する。2604は台付きの小型土器である。ほぼ完全。地文縄文で、

口縁に２本１単位の棒状の張付癌が６箇所認められる。この痛の間には沈線による弧状文が付けられている。

2605は、ゆるい「く」字形口縁部の深鉢形土器破片である。凹線状の浅い沈線が４条めぐっており、口縁部

から屈折部にかけて、「Ｖ」字状の隆帯が張付けられている。

第46図１～５，８は後期後半に位置付けられる土器である。ｌは平行沈線、２は平行沈線の末端が口縁に

向かい弧状に上がっている。３は「く」の字形口縁の深鉢形土器で、屈折部に横長の癌が張付けられている。

凹線状の沈線も施されている◎４は波状口縁部の深鉢形土器で、口唇がやや肥厚し刻目および刺突が連続す

る。頚部には曲線状の磨消し縄文がみられる。黒色を呈する、光沢のある土器である。５は隆起帯縄文の土

器である。８は連続刻目文と、縦長の有刻痛の付けられた破片で、東北系の「コブ」付き土器である。６．

７は無文の土器であるが、６は波状口縁の深鉢形土器。口縁に隆帯がつけられ肥厚する。隆帯の中央には沈

線が一条走り、波谷部では隆帯が突起状に盛り上がる。７は有刻凸帯文の土器である。

１０～16は晩期前半の土器であろう。特に１０．１１は清水天王山式で、横長有刻痛の付けられた口縁部破片、

11は入り組み沈線の土器である。１２には矢羽状の沈線が見られる。１３．１４は列点文の土器。特に14は壷形土

器で、肩部の凹線に区画された中に、爪形状の刺突文が連続している。１５は口縁部に沈線、胴部には縄文の

施された深鉢形土器。１６は太い入り組み三叉文がみられる壷形土器である。

１７～30は晩期後半の士器である。但し、２４は後期後半から晩期初頭の「コブ」付き土器である。１７，１８は

深鉢形土器の破片と思われ、１７は削り出しにより、１条の隆帯が表現されている。内面には浅い沈線が走る。

18の外面には３条の沈線により、２本の隆線が、内面には２条の沈線により１本の隆線が、それぞれ表現さ

れている。１９～23は浅鉢形土器と思われる。２０は丸底の底部破片である。２１～23は削り出しにより、浮線網

状文や隆線が彫刻的に表出されている｡２１は内面にも文様がある。２５は壷形土器の口縁部破片で、細い沈線

が５条めぐり、部分的に短沈線により、それらが結ばれている。色調は、１７が赤褐色、１８．２３が茶褐色、２５

が灰褐色、他が黒褐色を呈する。２６～29は条痕文士器である。２６には稲妻状沈線が走り、２７には曲線状の沈

線、２９には直線的な沈線が付けられている。３０は無文の壷形土器で、頚部と肩部との境は削り出しにより段

が付く。

第27号住居杜（第45図）

Ｆ・Ｇ－１０区にて発見された。第２１．２２号の北２ｍに位置する。炉は見られないが、南東辺に４ｍ，南西

辺に2.5ｍほどの石列が認められ、全体として５×4.5ｍほどの広がりと考えられたため、住居とみなしたも

のである。北から西にかけての辺は石が散乱し、残存状況不良である。南東コーナー付近に小さな石囲みが

認められた。床は黒褐色士で堅くはない。現状保存された住居である。土偶、土版、小型土器等が出土した

が、全て壁際の石列付近からである。後期後半から晩期にかけての住居である。

出土土器（第42図）（第46図31～42）

２７０１深鉢形土器の３分の一程の破片である。ゆるく括れた頚部に２本の沈線が走り、円形の痛状の突起

が張付けられている。口縁部直下にも沈線がめぐり、その末端が口縁部に上がっていく。その部分の口唇は

山形の小突起になっている。口唇には刻目が連続する。沈線に区画された内部や、胴部には縄文が施されて

いる。色調は明るい褐色をしている。

２７０２壷形土器の破片である。無文であるが、括れ部直下に張付け文が見られる。全部で６個あろうか。
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第28号住居杜（第47図）

Ｅ－ｌｌ区にて炉が発見されたため周囲を精査したが、残存状況が悪く、プラソは確認できなかった。炉に

ついても、８０×60cmの範囲に焼土が見られ、炉石は北側に３個、東側に１個が残っていた程度である。また、

床の範囲とみられる中に、平石がいくつか散布している。第25号と第29号との間に位置している。炉を中心

内面には輪積み痕が残っている。2703は壷形土器の口縁部破片で、細長い頚部を中心に、削り出しの細隆線

による浮線網状文が施されている。2704は小型の塊形土器の二分の一程の破片である。底部は丸底で、口唇

部には山形の小突起がある。整形は雑で、内面には輪積み痕が顕著に残る。

2705.2706は深鉢形土器の底部破片である。いずれも粗い網代痕が認められる。

第46図３１．３２は深鉢形土器の破片で、口縁部に横走する平行沈線、頚部以下に羽状沈線が付けられている。

32には縄文が施されている。後期後半の土器であろう。３３．３４は東北地方系の「コブ」付き土器である。３３

は三角形状の刺突文が連続し、３４では縦長の刻目が続いている。口唇部には小突起がある。３５は平行沈線や

弧状沈線の付けられた土器で、清水天王山式に通ずる可能性がある。３６は粗製の深鉢形土器で、櫛歯状工具

による細かい沈線が走る。口唇には押圧がみられ、細かい波状口縁をなしている。３７は坑形の土器であろう

か。平行沈線が横走する。３８は入り組み弧状文の土器で、縄文が施されている。３９．４０は羊歯状文の一群で

ある。４１は坑形ないし浅鉢形土器で沈線間に列点文が走る。４２は深鉢形土器で、頚部に細く鋭い沈線が４条

めぐり、その中に刺突文が連続する。胴部には縄文がつけられる。口唇にも刻みが見られる。赤褐色を呈す

る。

第45図第27号住居杜（１／60）
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いる。清水天王山式

土器である。８は浅

鉢形土器であろうか、

口縁部直下に沈線と

三叉文とが付けられ、

体部には入り組み弧

状文があり、周囲に

は縄文が施されてい

る。９は頚部の強く

括れる深鉢形土器で、

口縁部文様帯には浅

い沈線と細かい刻目

により、同心円や弧

状文が施されている。

残存箇所では、三叉

文は認められない。

10は小型の深鉢形土

器である。山形の突

起を持つ波状口縁の

土器で、突起の下部

に、縦短線を挟んで

三叉文が向合ってい

るようである。沈線

◎

｡｡’

とした付近から出土した土器から、本吐の時期は晩期前半と考えられる。

出土土器（第４９．５０図）（第51図１～１２）

２８０１皿形土器の３分の一程の破片である。口縁部直下に玉抱き三叉文が施され、以下縄文帯が見られる。
赤褐色を呈する。

２８０２壷形土器の３分の一程の破片。外面は磨かれているが、磨滅しザラつぎがある。

2803～2805は無文の深鉢形土器である。2803と2805とは床面を剥がし、下部を調査中に出土した土器で、

2803の口唇には小山状の小突起が連続し、波状をなしている。黒褐色を呈する。2805はやや内湾した口縁部

の土器である。2804は上層出土の土器で、内面は丁寧に磨かれている。ともに明るい褐色を呈する。

２８０６丸底気味の塊形土器。無文であるが内外面ともに良く磨かれている。明褐色の土器である。

2807.2808は無文の深鉢形土器である。2807は上層からの出土。３分の一程の破片で、口径45cmを越える

大型土器である。2808は床剥がしの際に出土したものである。口径50cm程と推測できる４分の一程度の破片

である。

第51図１は波状口縁の深鉢形士器で、口唇には刻目が連続し、内面に肥厚する。波状口縁下には羽状的な

沈線が施されている。２～４は列点文の土器。２は頚の短い深鉢形土器で、口縁部に２列、肩部に１列、列

点文が連なっている。頚部には縄文が走る。色調は薄い茶褐色である。３は塊形の土器で、口縁部に列点が

めぐり、更にそこから曲線状に列点が走る。４は皿形土器で、平行沈線間に細かく整った列点が連続する。

列点内には赤彩が残る。内外面ともに良く磨かれている。

５．６は「鍵の手」文の士器。いずれも浅鉢形土器であろう。５には横長の入り組み鍵の手がつけられて

いる。口縁部と屈折部には縄文がみられる。黒色を呈する土器である。６も入り組み鍵であるが、いずれの

鍵の手も上位の横沈線に連結している。

７～10は三叉文のある土器。７は口縁に有刻凸帯、体部に三叉文や沈線がつけられている。清水天王山式

０ ２ｍ
ｰ一一一一
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間には刺突文がつけられている。７．９．１０は黒褐色を呈する。

１１は浅鉢形土器である。口縁部に比較的太い工字文がうねっている。この文様は削り出しにより、隆帯状

に浮き出されている。器面が剥落しており、明確ではないが、口唇部に縄文が施された痕跡が認められる。

晩期後半でも前葉の土器であろうか。１２が浅鉢形土器の底部破片である。丸底で、円形押圧の連続する低い

隆帯がめぐり、その外側に縄文帯がみられる。

以上の土器は、１．２．４．７が下層の出土である。

第29号住居杜（第48図）

Ｄ－１１区に位置する。第28号炉の東約５ｍ，第26号炉の北約２ｍにある。この付近の遺構は残存状況が悪

く、炉しか残っていない例が多いが、本吐を取巻く石列については、南東辺の石列がやや直線的にならんで

検出された。他の３辺については、まばらであるが、概ね、炉を中心にめぐっている。これら石の範囲は一

辺６ｍを測る。炉の規模に比較して、大きすぎる観もある。炉は小振りの石９個で囲まれた、７０×58cmの楕

円形を呈する石囲み炉である。床を剥がして下部を調査してみたところ、石列の外側とみられる箇所から、

いくつかの小穴が検出された。これらが全て本吐にともなう柱穴とは思われない。なお、下部を調査中に８

号土壌が発見された。後述するように、焼けたイノシシ下顎骨が大量に出土した土壌である。本祉の南東辺

の外側にあたり、この箇所については石列の幅が細くなっている。あるいは、石列の一部が切られて構築さ

れたのかもしれない。しかし、本吐を検出した面は黒褐色土であり、この面では８号土壌の所在は確認でき

なかった。本吐の内外から、土偶・土製耳飾り・石剣などが出土した。本吐は晩期中葉から後半にかけての

時期であろう。

出土土器（第49図）（第51図１３～29）

２９０１床面を剥がす作業中に、下層から出土した無文の浅鉢形土器である。全体の二分の一強の破片であ

る。器面は荒れているが、本来は丁寧に整形されていたと思われる。灰褐色ないし明褐色を呈する。

２９０２上層出土の小型の鉢形土器である。３分の一を欠く。口縁部に三日月状の張り付けがある。明るい

褐色を呈する。2903,2904は底部破片である。2903には網代痕がみられる。

２９０５覆土から出土した深鉢形土器の破片である。肩部に大きな工字状文が付けられている。この工字文

は、周囲の沈線により削り残されているものであるが、彫刻的な感じではない。頚部には刺突文が連続して

いる。口唇は小さな波状をなす。黒褐色を呈する。口縁部は内外面とも良く磨かれている◎

第51図１３～15,17～１９は後期後半の土器である。１３は「く」字形口縁の土器で、屈折部に横長の癌が付け

られ、胴部には羽状文がみられる。口唇部および屈折部には縄文があり、赤彩が残る。浅鉢であろうか。１４

は「く」字形口縁の深鉢形土器で、平行沈線と縄文帯とで飾られている。１５は凹線状沈線の土器で、押圧の

ある棒状隆帯がつけられている。１７は口縁部文様帯に平行沈線と列点文がつけられ、屈折部以下に斜行沈線

（あるいは羽状沈線）が認められる。１８は沈線の連結部に癌がつけられている。１９は平行沈線間に刺突文が

連続し、沈線の収束部に小さい丸コブがつけられる。東北方面の「コブ」付き土器に関連するものである。

１６は広口壷と思われ、肩部に削り出しによる縄文帯が認められる。縄文帯に続き、眼鏡状の弧文が施され

ている。２０は山形の突起をもつ波状口縁部の深鉢形土器。突起部直下に大きめの癌、それ以下に小さめの癌

２個ｌ対がつけられている。また、突起部下の痛間には三叉文があるが、これは向合ったものであろう。内

外とも良く磨かれている。２１は波状口縁の深鉢形土器で、口縁部に刻目のある隆帯がめぐる。体部には入り

組み沈線が走り、その間に短線が多くつけられている。２２は浅鉢形土器であろう。三叉文を伴うと思われる

縄文帯がみられる。以上は、晩期前半の土器である。

２３は工字文のつけられた土器で、2905に類似する。工字文は23の方が小さい。晩期中葉に位置付けられよ

う。

２４～29は浮線網状文およびその一群の土器である。いずれも浅鉢形土器と思われ、２９を除き、削り出し手

法により、沈線部が除去されている。特に、２４．２７．２８は顕著で、隆線部が彫刻的である。２９には太い隆帯

6２
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第50図土器実測図（第28号住居杜）（１／４）

が張り付けられている。３０は細かい条痕の土器で、稲妻状の沈線が走るものであろう。以上は晩期後半の土

器である。

第30号住居杜（第52図）

Ｆ－１０．１１区にて発見された。第27号住居杜の北東３ｍに位置する。石囲い炉が発見されて、本祉の所在

が確認されたものである。当初は住居１軒とみなしていたが、床面を剥がしたところ、最初の炉の南東80ｃｍ

にもうひとつの炉が発見された。最初の炉を第30号Ａ，下部の炉を第30号Ｂとする。また、床面を剥がした

ところ、小穴が25個ほど検出された。これらの中には、二つの炉にそれぞれともなう柱穴があると思われる。

まず、第30号Ａの炉は、石が二重に取巻く、120×lOOcmの楕円形のものである。住居のプラソはよくわから

ないが、石が散乱していることから、本来は石で囲まれた住居であったと思われる。床は黒褐色士であった

ことから、下部のローム面まで下げたところ、いくつかの小穴が見付かった。このうち、Ｐ３～Ｐ５、Ｐ７

～Ｐ９，Ｐ12、Pl4、Pl7、P18の10個は本吐に伴う柱穴の可能性がある。これらの配列は円形に近いが、

散乱する石の位置も考慮すると、隅円方形の可能性もある。そうした場合住居の規模は、長軸5.5から6.0ｍ

6５



函
畿蕊霊雲雲鍵

J１
鱈謬溌鍵

Jｊ L】

"）

i蕊i雲農；

Jiii

6６

雲塞11雷
戸一ラブク

Ｉ

７

鍵鍵雲
霊iii灘｡§園野燃鯛勇

議

閣鍾識錨戯溌

雲霧’
1２

９

fＩwiiI

:二二？

1１＃蝋蕊蕊議

鶴J１
２１

Ji，蓋

霞i言iIi雲 １

1４

第51図土器拓本（１～１２第28号住居社、１３～3０

篭塞蕊塗霊 jﾉ”

Ｉ１髪蕊iii熱i購蕊ii震謬

ノ０１０ｃｍ
Ｅー一一一

２８

第29号住居土止）（１／３）

鶏Ｉ
2塁固唾蓋謹聴

拳 轄謹垂鍾顛憲霧笥

羽
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
〃
閥

雲
》 典篭

3０

J1ノ謹惑霊翌



、

Ａ

Ｃ

ｏ‘わ。

◇や、

》

第52図第30号住居杜（１／60）

堅’

uＪｌ

Ｂ７７２．５０ｍ

，

０ 2ｍ

と考えられる。第30号Ｂの炉は、９０×70cmの楕円形を呈する石囲み炉である。石は一列であるが、南側半分

しか残っていない。Ｐ１．２２．２３．１０．１５等が本吐に伴う柱穴の可能性がある。遺物は、第30号Ａ・Ｂとも

に土器が主体であるが、Ｐ９．１０間から硬玉製錘飾品（第30号Ａ）が出土した。また、第30号Ａの床剥がし

の際に、焼けた鹿角片が多量に出土した。これらは第30号Ｂに伴うものであろう。時期は、第30号Ａが晩期

中葉から後葉、第30号Ｂが晩期前半と思われる。

出土土器（第５３．５４図）（第55図ｌ～22）

３０Ａ０１小型壷の３分の一程の破片である。無文で器面が荒れているが、整形は丁寧である。灰褐色を呈

する。最大径は胴中位にある、球形の胴部である。
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３０Ａ０２壷形土器の２分の一程の破片である。肩部から胴部中位にかけて、彫刻的な波状文が２段、浮き

出たされている。最大径は胴下半部にあり、やや扇球的な胴部である。口唇部は内側にやや突出しており、

一部ながら粘土紐の張り付けによる、小突起が見られる。黒褐色を呈し、器面はやや荒れているが、光沢も

残る。

３０Ａ０３．３０Ａ０４は浅鉢形士器である。０３には口縁部直下に沈線が平行してめぐり、口唇には１箇所ながら、

突起が付けられている。黒褐色を呈する。０４は無文の小型浅鉢。３分の一程度の破片である。３０Ａ05は深鉢

形土器で、接合はできないが、全体の２分の一程は残存している。やや括れた頚部に隆帯がめぐり、一部に

癌状の張り付けがみられる。器面はザラついている。

３０Ａ06～30Ａ０８，３０Ａ１０．３０Ａ12は無文の深鉢形土器である。まず、０６は口縁部としては２分の一近い破

片で、頚のゆるく括れた器形の土器である。明るい褐色を呈する。０７も２分の一近い破片である。器面の整

形は粗い。０８は４分の一程の破片。直線的に立ち上がる器形である。脆い土器である。１０は大型深鉢形土器

の４分の一程度の破片で、器形や色調は06に似る。口縁部内側に段がつく。口唇には刻目が連続し、Ｂ突起

がつく。１２は小型の深鉢形土器。２分の一近い破片で、ゆるく括れた頚部、短く外反する口縁等が特徴であ

る。低い小突起があるが、これは４単位であろう。

３０Ａ１１台付き土器の台部の破片である。二次焼成を受けている。

３０Ａ０９分厚く、湾曲した士製品。容器の可能性は薄い。

第55図１１は深鉢形土器の破片で、口唇部と頚部とに刺突文が連続する。小突起があり、その下方の頚部に

ドーナツ状の張り付け文がある。１２は沈線間に刺突による短線が連続している。１３は入り組み鍵の手のつけ

られた小型の鉢形土器である。１４，１６は東北系の土器。１４は注口土器の破片であろう。１６は皿形土器で、口

縁部に彫刻的な突起が連続する。１５には入り組みと思われる沈線が走っている。

１７～19は沈線と刺突文とから飾られる土器。１７は短頚の広口壷様の器形である。灰褐色を呈し、胎士は級

密で、良く整形された土器である。１８は口縁部近くの破片と思われ、蛇行する沈線間に列点が走る。１９も短

い口縁部の破片である。これらは晩期中葉に位置付けられる土器であろう。

２０は削り取りによる沈線の平行する土器。２１は工字状の文様のつけられた土器である。２２は浅鉢形土器で

あろうか。肩部の２本の沈線に挟まれた中に、逆三角状の文様が連続すると思われる。この文様帯には赤彩

が施されている。第25号住居吐出士の土器（第43図21）に類似する。

３０BO1深鉢形土器の口縁部を中心とした、３分の一程の破片である。口径50cmを越える大型の土器であ

る。山形の小突起のつく、波状口縁部で、直下に有刻の凸帯がめぐるが、これは１本が全周するのではなく、

小突起の箇所でとぎれている。体部には沈線による曲線が施されているが、ぎこちない感がある。曲線どう

し接続し、三叉文状をなしている部分も見られる。明るい茶褐色を呈する。清水天王山式土器である。

３０BO2小型の壷形土器の破片である。台付き土器の台部の可能性もあるが、口唇部断面が丸味を持って

いること、内面が良く整形されていること等から、口縁部とみなしたものである。口唇部直下に沈線２本が

めぐり、その部分に２個ｌ単位の癌が付けられている。二次焼成を受けたらしい。

３０BO3浅鉢形土器の４分の一程の破片である。いわゆる「雷文」土器である。入り組まない、変則的な

鍵の手文である。口唇部には、２個１単位の小突起が付けられている。これは６単位であろう。灰褐色を呈

する。

３０BO4小型の壷形土器である。４分の一の破片で、胴部は球形を呈する。胎士は級密で、内外面ともに

良く磨かれており、黒褐色を呈する。

３０BO5、３０BO6深鉢形土器である。０５は胴部破片で、結節羽状縄文が施されている。胎士中に長石や石

英等の粒子が多い。０６は小型の深鉢形土器で、口唇部には押圧が連続し、小突起が付けられている。頚部か

ら肩部にかけて沈線による区画文があり、内部には縄文が充填されている。

３０BO7～30BO9は無文の深鉢形土器である。０７は湾曲の強い器形で、輪積み痕が顕著である。０８は４分の
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１程の破片ｏＯ９も破片であるが、口唇部に小突起がある。これらは、いずれも黒から灰褐色を呈している。

３０B10深鉢形土器の二分の一程の破片である。口径40cm程を測る大型の土器である。体部は無文である

が、口縁部直下に刻みの有る隆帯がめぐる。口唇には小突起がみられる。大型の土器の割りには器壁が薄く、

胴部で５ｍ程である。明るい褐色を呈する。

３０B11無文の浅鉢形土器である。底部は小さく丸底気味である。口唇部には小さい波状が連続する。第

55図１～10は本祉出土の破片である。１～４はいずれも深鉢形土器の口縁部破片で、ｌは平行沈線と縄文帯、

２は矢羽状沈線の土器である。３は波状口縁の波頂部破片で、刻目が連続する「コブ」付き土器である。４

は２本一単位の弧状文が、上下背中合わせに連続している。これらは、後期後半の土器であろう。５は広口

壷の破片であろうか。頚部に列点文が連続する平行沈線が走る。６．７は東北地方晩期前半の土器であろう。

８．９は浅鉢形土器で、９は入り組みの三叉文が連続する「タスキ掛け」状沈線の土器で、縄文が施されて

いる。北陸地方に共通する文様構成の土器である。８も技法的には９に類した沈線で施文されている。但し、

弧状の沈線がどのように組み合わさっているかは不明である。１０は浅鉢形ないし皿形土器の底部破片であろ

う。方形の突出した底部で、沈線に区画された中に、入り組み文がつけられている。砂粒が多く、黒褐色を

呈している。以上は、晩期前半の土器であろう。

第31号住居杜（第56図）

発掘区の北東端に近いＣ－１３区に位置する。後期の住居第32号を切り、第７号石組に切られている。黒褐

色土中で炉が発見されたが、壁の立上りや柱穴はみつからなかったため、床を剥がし、下部の確認を行なっ

た。この作業により小穴10数個が検出された。Ｐ２．５．７．１０等が柱穴とみられ、一辺４ｍ程度の住居と

思われる。炉は90×70cmのやや小型の石囲み炉である。６個の石が用いられ、六角形に近い形状である。部

分的に、炉石の外側にも石が認められる。また、炉底に平石が敷かれていた。住居の時期は晩期前半であろ

う。

出土土器（第49図））（第55図23～33）

３１０１炉の中から出士した深鉢形土器。４分の一程の破片である。ゆるく括れた器形で、沈線主体の文様

がつけられている。頚部から口縁部にかけては入り組みの沈線、肩から胴部には羽状沈線がみられる。明る

い褐色から赤褐色を呈する。清水天王山式土器である。

３１０２台付き士器の台部の２分の一近い破片である。入り組みの「鍵の手文」が２段めぐっており、縄文

が充填されている。白っぽい褐色を呈するが、赤彩が施されている。

3103.3104も台付き土器の台部である。3103は台部には透しや縄文がつけられているが詳細は不明。頚部

に彫刻状の隆帯がめぐる。色調は灰褐色である。3104の頚部にも刻目のある隆帯が付けられている。下部に

縄文帯が認められる。赤褐色を呈する。

3105は底部破片である。鋭い尖底をなし、良く磨かれている。

３１０６無文の深鉢形土器である。４分の一程の破片で、口唇部に押圧が連続している。黒褐色を呈する。

３１０７無文の浅鉢形土器の３分の一程の破片◎長石等の粒子を多く含み、整形は粗い。明るい褐色の土器

である。

第55図23～26は大洞系の土器◎２６は注口土器で、黒褐色を呈し光沢がある。２７は入り組み弧状文と三叉文

がみられる。２８は口唇部に小突起がつけられている。２９は壷形土器の肩部破片である。

３０．３１は「鍵の手文」の浅鉢形土器で、いずれも入り組み鍵の手である。３０には縄文が施されている。

３２．３３は条痕文の土器である。３２の口唇はやや肥厚気味である。条痕は縦方向。3101とともに炉中から出

土したものである。３３には小突起があり、横方向に近い条痕がつけられている。いずれも砂粒が多く、ザラ

つきがある。
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第33号住居杜（第58図）

Ｄ－ｌ２にて、炉だけが発見されたものである。撹乱が激しく、また第４号石組や第４号配石に隣接するこ

とから、プランや規模は不明である。一辺70cm程の方形を呈する石囲み炉で、炉石の外側には部分的に石が

添えられている。時期については詳細不明であるが、このようなタイプの炉は後期に多い。

第34号住居杜（第58図）

発掘区の北東端のＣ－ｌ２区にて発見された。第１０号・’１号石組等により切られており、残存状況は悪く、

炉しか確認できなかった。炉は55×45cm程の小型の石囲み炉で、側石は小さめのものが用いられている。周

囲に僅かながら偏平な石が残っている。第29号や第31号に類似した炉のタイプである。付近から土器や土偶

１点が出土したが、本吐への帰属は不明である。

第35号住居杜（第58図）

発掘区の北端に近いＦ－１２区に位置する。第４号配石および第１5号・’6号石組等により切られており、僅

かに石囲み炉が確認されただけである。この炉は、側石５個よりなる直径80cmの円形のものである。付近に

石が散乱するが、住居の形状や規模は不明である。時期については、第５号配石が晩期前葉であることから、

これより古いことは明らかである。

第36号住居社（第59図）

発掘区の北端、Ｅ-13区にて発見された。第５号配石の北５ｍに位置する。また、南西壁付近にて第14号

石組と接している。黒褐色士を調査中、石の散乱している箇所がみつかった。精査したところ、焼土が発見

されたことから、住居と見なしたものである。壁の立ち上がりは不明である。４．０×３．５ｍほどの範囲に石が

散乱していることから、住居の規模はこの程度のものと思われる。炉には石は用いられておらず、６０×４５ｃｍ

の範囲に、焼土が堆積していた。黒褐色土であることから、床は堅くなく、柱穴も不明であった。覆土中を

中心に土器が出土している。住居の時期は堀之内２式期である。

出土土器（第61図）

３６０１深鉢形土器の胴部から底部にかけての破片である。磨消し縄文の施された土器で、底部には網代文

がみられる。黒褐色を呈し、内面は良く磨かれている。

第37号住居杜（第60図）

発掘区の北端、Ｄ-13区にて黒色土の落込みが確認されたため、掘下げたところ、炉が検出され、住居と

したものである。第32号住居吐の北西２ｍに位置し、第４号配石とは北で接し、その一部と見られる石が本

吐の上に延びていた。長軸3.5ｍ・短軸3.3ｍの胴の張った隅円方形の住居である。炉は住居内の中央部やや

南寄りに位置する。側石５個からなる五角形状の炉で、周囲に偏平な石が敷かれた部分もある。床はローム

で堅い箇所があるが、平石が敷かれている部分も残る。本来、床面のより広い範囲に石が敷かれていたと思

われる。壁の立上がりは、東壁で60cm，西壁で30cmを測る。小穴は１１個検出されたが、主柱穴と思われる

ものはなく、全て壁柱穴とみられるものであろう。出土土器は多く、炉の南側石の上部から鉢形士器（3705)、

Ｐ７際の床面から深鉢形土器（3703)、東壁外側から注口土器（3706）が出土している。住居の時期は、加

曽利Ｂ１式期である。

出土土器（第61図）（第62図９～15）

３７０１深鉢形土器の口縁部破片で、やや内湾気味の口縁に突起がつく。ゆるい波状口縁の土器である。胴

上部に磨消し縄文帯がみられる。内面にも平行沈線が施されている。黒褐色を呈し、光沢がある。

３７０２底部を欠く深鉢形土器である。やや内湾気味に立ち上がる口縁部には、刻み目が連続している。磨

消し縄文帯２段がみられ、縦方向にも直線的に短線が延びる。口縁部内面にも段がつぎ、その下方に平行沈

7５
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線が走る。黒褐色を呈し、良く磨かれている。

３７０３床面から出士した深鉢形土器である。底部を欠く。胴下部から丸味を帯びながら立ち上がる器形で、

口縁はやや内湾する。４条の沈線により、横方向の区画がつけられているが、縄文はみられない。口縁部内

面に段が付き、その上方には刺突文が連続し、下方には平行沈線が走る。茶褐色から黒褐色を呈し、器面は

やや粗れている。

３７０４深鉢形土器の底部破片である。器壁は３ｍ程度と薄い。底面には細かい網代痕がみられる。灰褐色

を呈し、良く磨かれている。

３７０５炉脇の上部から倒立した状態で出土した浅鉢形土器。底部の一部を欠く以外、ほぼ完形である。小

さい底部から外反しながら立ち上がり、直立気味の口縁部にいたる器形である。口縁部文様帯には磨消し縄

文がみられ、逆「の」の字形の沈線がつけられている。赤褐色を呈し、よく磨かれている。

３７０６東壁の外側から出土した注口土器。注口部と把手の一部を欠く。扇球形の体部、直線的に立ち上が

る小さめの口縁部、角状の把手などが特徴である。胴上半部は細かい沈線により施文されている。丁寧に磨

かれており、黒褐色の光沢がある。

３７０７粗製の深鉢形土器。無文で、器面はザラつきがある。赤褐色を呈する。

第62図５～15は覆土を中心に出土した破片である。５は深鉢形土器の胴部破片で、縦方向の磨消し縄文帯

がある。二次焼成を受け、磨滅している。６も胴部破片で渦巻き状の磨消し縄文がみられる。頚部には刻目

のある隆帯がめぐる。７は深鉢形土器の口縁部破片。口縁部直下に隆帯がめぐり、以下に磨消し縄文がつけ

られる。８も深鉢形土器の無文部の破片であろう。以上は、堀之内１および２式土器である。

９は坑形土器であろう。平行沈線により区画された磨消し縄文帯が走る。１０．１３は浅鉢形土器の破片と思

われ、「く」の字形に強く屈折する口縁部である。いずれにも口唇には刻目が連続する。１０では内外面に磨

消し縄文がつけられている。１１．１２は深鉢形土器の口縁部破片。１２は沈線が丁寧につけられている。１４は格

子目状沈線のつけられた深鉢形土器である。１５は注口土器の胴部破片。

第38号住居杜（第63図）

Ｆ－１１区に位置する。第25号住居の北３ｍにて石囲み炉が発見され、住居の所在が確認されたものである。

炉の北２ｍたらずには第16号石組があり、位置関係から、本祉はこの石組遺構よりは古いものと見なされる。

炉は６個の石に囲まれているが、更にその外側には平石が丁寧に敷かれている。このような構造は第39号住

居の炉に共通する。東隅の敷石は表面が浅く擦り窪んでおり、石Ⅲのように用いられていたのかもしれない。

覆土、床面ともに黒褐色土であり住居の広がりは把握できなかった。床下を調査したところ、小穴15個が検

出された。このうちＰ１～Ｐ６は本吐にともなう柱穴の可能性がある。これらの小穴の配置と散乱する石列

から判断すると、本祉は長軸4.0～4.5ｍの規模であったと推測される。出土遺物は土器以外にも耳飾り７個、

石剣片２点などがある。また、北側石列の外側から士偶１点、南西隅のＰ８外側から石剣１が発見されてい

が、本祉に伴うものではなかろう。なお住居覆土から焼けた鹿角片が少量出土している。本祉の時期は後期

後半から晩期前半であろう。

出土土器（第61図）（第62図16～26）

３８０１壷形土器ないし注口土器の破片である。沈線と刺突文とで装飾される。全体が磨滅し、灰褐色を呈

する。

第62図16～１９，２２，２４，２６は床面を剥がし、下部の柱穴等の施設を確認中に出土したものである。１６．１７

は大型の深鉢形土器で、１６には縦分割の磨消し縄文、１７には櫛歯状沈線が施されている。後期初頭の土器で

ある。１８は口縁直下に刻目がめぐっている。１９は台付土器の台部破片。連続弧線により飾られる。黒色を呈

するが、沈線内に赤彩が残る。２２は凹線状の沈線と、それに直交する隆帯とから施文される土器である。明

るい茶褐色を呈する。１９および22は後期後半の土器である。２４は深鉢形土器の胴部破片で、入り組みの三叉

文がつけられ、縄文が充填される。２６も深鉢形土器の口縁部破片で、入り組み弧線や羽状沈線が施される。

7８
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土している。特に炉中から深鉢形士器の大きな破片（3901）が出土した。住居の時期は晩期前葉である。

出士土器（第64図）（第67図１～７）

３９０１炉の中から出土した深鉢形土器の口縁部を中心とした破片である。ゆるやかな波状口縁を有し、頚

部の余り括れない器形の土器である。口縁部では波頂部に向かい磨消し縄文帯が収束し、その下方に三叉文

が施される。頚部には沈線による入り組み弧文や三叉文に区画された、磨消し縄文帯がめぐる。黒褐色ない

し茶褐色を呈する。安行３ａ式に併行するものであろう。

3902.3903は無文の深鉢形土器。3902は３分の一程の口縁部破片で、僅かに輪積み痕が残る。器面はザラ

つぎがある。3903は筒状の土器で、山形の小突起４個が付けられている。突起には孔が貫通している。体部

は比較的丁寧に整形されている。

3904.3905は深鉢形土器の底部破片である。いずれも網代痕が残るが、3905では調整されている。また、

3905の内面には、炭化物が多く付着している。

第67図１は小型の浅鉢形土器と思われる、口縁部破片。羊歯状文に類する文様が２段めぐっている。口唇

には小突起がある。よく磨かれ光沢がある。２．３は壷形土器で、２の肩部には羊歯状文がつけられている。

黒色を呈し、外面は光沢がある。３は口縁直下に沈線がめぐり、口唇には小突起が２個１単位で付けられて

いる。黒褐色を呈し、良く磨かれている。４～６は縄文の施された土器。４は壷形土器と思われる口縁部破

片である。磨消し縄文がみられ、口唇にも縄文がつけられている。５は浅鉢ないし皿形土器の破片。外面に

赤彩が残る。６は壷形土器の肩部破片であろう。太い沈線で長円状に区画されている。この沈線には三叉状

に広がる箇所や、丸味のある「鍵の手」状ともみられる部分がある。７は深鉢ないし、鉢形土器の口縁部破

片。入り組み状の三叉文や列点文が認められる。口唇部には小さな山形が連続する。黒褐色を呈し、やや光

沢がある。
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表１住居吐内柱穴等深度一覧表
住居番号 番号 深さ(c､） 番号 深さ(皿） 番号 深さ(cIn） 番号 深さ(ａｎ） 番号 深さ(cIn） 番号 深さ(qn）

１号 Ｐ１ ９．０ Ｐ２ 7９．５ Ｐ３ ７１．０ Ｐ４ 2８．５ Ｐ５ 9１．４ Ｐ６ 6８．３

Ｐ７ 2３．０ Ｐ８ 4９．０ Ｐ９ 2０．５ Ｐ１０ ７１．５ Ｐ１１ 7１．５ Ｐ１２ 2９．０

Ｐ１３ Ｐ１４ 3３．０ Ｐ１５ 2２．０

２号 Ｐ１ ９１．５ Ｐ２ 2０．０ Ｐ３ 2６．０ Ｐ４ 1１．５ Ｐ５ 3４．０ Ｐ６ 2３．５

Ｐ７ 3８．５ Ｐ８ 4５．５ Ｐ９ 4３．８ Ｐ１０ ９．５ Ｐ１１ 3２．０ Ｐ１２ 3３．０

Ｐ１３ 4７．５ Ｐ１４ 3７．５ Ｐ１５ 3７．５

３号 Ｐ１ 7３．０ Ｐ２ 2５．０ Ｐ３ ９．５ Ｐ４ 3１．５ Ｐ５ 2３．５ Ｐ６ 1０５．５

Ｐ７ 5９．５ Ｐ８ 2１．３

４号 Ｐ１ 8８．５ Ｐ２ 2５．５ Ｐ３ 3９．０ Ｐ４ 2２．０ Ｐ５ 6９．０ Ｐ６ 3４．５

Ｐ７ ４１．０ Ｐ８ 2４．５ Ｐ９ 1９．５ Ｐ１０ 4５．０ Ｐ１１ 4５．５ Ｐ１２ 1５．２

Ｐ１３ 3８．５ Ｐ１４ 2３．０ Ｐ１５ 4３．５ Ｐ１６ 2４．０

６号 Ｐ１ 6４．５ Ｐ２ 6７．５ Ｐ３ Ｐ４ 4３．０ Ｐ５ 7２．０

１５号 Ｐ１ 1１．０

２３号 Ｐ１ 6３．０ Ｐ２ 4４．０ Ｐ３ 4６．０ Ｐ４ 6５．０ Ｐ５ 7４．０ Ｐ６ 4２．０

Ｐ７ 3８．０ Ｐ８ 7１．０ Ｐ９ 7３．０ Ｐ１０ 7４．０ Ｐ１１ 8６．０ Ｐ１２ 1２．０

Ｐ１３ 4０．０ Ｐ１４ 4９．０ Ｐ１５ 3２．０ Ｐ１６ 1５．０ Ｐ１７ 3７．０ Ｐ１８ 1０．５

２５号 Ｐ１ 5７．０ Ｐ２ 3５．０ Ｐ３ 4７．０ Ｐ４ 5５．０ Ｐ５ 3５．５ Ｐ６ 8３．５

Ｐ７ 7６．０ Ｐ８ 6８．０ Ｐ９ 5２．０ Ｐ１０ 4３．０ Ｐ１１ 3４．０ Ｐ１２ ２１．０

Ｐ１３ 6３．０ Ｐ１４ 2８．０ Ｐ１５ 2９．０ Ｐ１６ 5７．０ Ｐ１７ 7４．０ Ｐ１８ 8６．０

Ｐ１９ 5５．０ Ｐ２０ 1９．５

２８号 Ｐ１ ５１．０ Ｐ２ ４１．０ Ｐ３ 4７．０ Ｐ４ 4５．０ Ｐ５ 4４．０ Ｐ６ 2４．０

Ｐ７ 3７．０ Ｐ８ 4６．０ Ｐ９ 7５．０ Ｐ１０ 4６．０ Ｐ１１ 4５．０ Ｐ１２ 2６．０

Ｐ１３ 5８．０ Ｐ１４ 4８．０ Ｐ１５ 5５．０ Ｐ１６ 5４．０ Ｐ１７ 4７．０ Ｐ１８ 4４．０

Ｐ１９ 7５．０ Ｐ２０ 2７．０ Ｐ２１ 4３．０ Ｐ２２ 9８．０ Ｐ２３ 6４．０

２９号 Ｐ１ 2６．０ Ｐ２ 3７．０ Ｐ３ 2６．０ Ｐ４ 6５．０ Ｐ５ 4６．５ Ｐ６ 6０．０

Ｐ７ 2６．０ Ｐ８ 5６．０ Ｐ９ 1１．０ Ｐ１０ 9３．０ Ｐ１１ 7１．０ Ｐ１２ 5８．０

Ｐ１３ 3９．０ Ｐ１４ 4９．５ Ｐ１５ 5６．０ Ｐ１６ 2４．０

３０号 Ｐ１ 5５．０ Ｐ２ 6４．０ Ｐ３ 4７．０ Ｐ４ 5９．０ Ｐ５ 3５．０ Ｐ６ 1８．０

Ｐ７ ４７．０ Ｐ８ 4２．０ Ｐ９ 5８．０ Ｐ１０ 4８．０ Ｐ１１ 3８．０ Ｐ１２ 8３．０

Ｐ１３ 5９．８ Ｐ１４ 7８．０ Ｐ１５ 4７．０ Ｐ１６ 6４．０ Ｐ１７ 2２．０ Ｐ１８ 2４．０

Ｐ１９ 5８．０ Ｐ２０ 4５．０ Ｐ２１ 6３．０ Ｐ２２ 2９．０ Ｐ２３ 2０．０ Ｐ２４ 1３．０

Ｐ２５ 6６．０

３１号 Ｐ１ 5３．０ Ｐ２ 8４．０ Ｐ３ 6８．０ Ｐ４ 6６．０ Ｐ５ 6２．０ Ｐ６ 3８．０

Ｐ７ 3５．０ Ｐ８ ２５．０ Ｐ９ 3５．０ Ｐ１０ 2４．５ Ｐ１１ 3０．０ Ｐ１２ 1９．０

Ｐ１３ 2７．０ Ｐ１４ 4３．０ Ｐ１５ 5８．０ Ｐ１６ 2８．０

３７号 Ｐ１ 1５．０ Ｐ２ 1０４．０ Ｐ３ 5９．０ Ｐ４ ２１．０ Ｐ５ 1８．０ Ｐ６ ２４．０

Ｐ７ 3７．０ Ｐ８ 3２．０ Ｐ９ 1８．０ Ｐ１０ 1１．０ Ｐ１１ 1１．０

３８号 Ｐ１ 8０．０ Ｐ２ 2９．０ Ｐ３ 2３．０ Ｐ４ 2２．０ Ｐ５ 5３．０ Ｐ６ ４３．０

Ｐ７ 4４．０ Ｐ８ 4４．０ Ｐ９ ２１．０ Ｐ１０ 2７．０ Ｐ１１ 2３．０ Ｐ１２ 3４．０

Ｐ１３ 2４．０ Ｐ１４ 1５．０ Ｐ１５ 3０．０

8２



第２節配石遺構

第１号配石（第65図）（第159図）

発掘区を東西に横断するかのように、Ｂ～Ｇの７区に位置している。発掘調査前、この箇所は東西に細長

く延びる水田であった（第１図）。地下にこのような石を豊富に用いた配石遺構があったため、後世の開墾

や水田としての土地利用が規制されたためであろう。まずＥ・Ｄ－７区の黒色土中から馨しい量の石群が発

見されたことから、この石群の広がりを把握するべく、調査を進めていった。最終的には南北の幅約10ｍ，

東西の長さ約60ｍにも達する大規模な配石遺構であることが確認された。規模については、本来はＢ列より

さらに東に延びていたと思われるが、この部分は尾根の最も高い箇所に当たっており、開墾や長い間の耕作

により撹乱され、残存状況は悪い。実際、Ｂ－７区では、配石の最下端と思われる石列が、僅かに認められ

る程度であった。調査途中、第１号配石を中心にこの付近が、工事対象地から除外され、現地保存される見

通しとなったことから、配石を構成する主な要素が分る程度で調査をとどめ、それ以上の石の除去や、下部

の調査は行なわなかった。特に、Ｇ・Ｆ区のブロックについては、石の上面を検出した段階で埋戻した。配

石の詳細な構造については、遺跡整備の段階での調査、あるいは後世の調査で解明すればよいと考えたから

である。本遺構は、一つの配石として取扱ったが、実際にはいくつかのブロックに別れるようである。少な

くとも、Ｇ・Ｆ区（第１ブロック）、Ｆ・Ｅ区（第２ブロック）、Ｅ～Ｃ区（第３ブロック）の三つについ

ては、繋がってはいない。また、Ｂ区については本来第３ブロックと連続していたと見られるが、一応第４

ブロックとした。以下、ブロックごとに説明する。なお、配石遺構を構成する石については、第Ｖ章に述べ

られているが、大部分が八ヶ岳にて産出する安山岩系で、ほかに花商岩や片麻岩等の搬入品も見られる。配

石の時期については、出土土器からみて、後期後半から晩期前半とすることができよう。

①第１ブロック

最も西端に位置し、いくぶん南に振れている。東西８ｍ・南北４ｍの規模である。石は乱雑に積まれてい

るが、検出された上部のままであり、下部の様子は不明である。配石を覆う黒色士および石の間から士器片

が出土した。

出土土器（第67図８～20）

８～10は後期中葉の深鉢形土器。１０は羽状沈線のつけられた波状口縁の土器である。１１～13は痛の付く土

器である。特に11は第90図16の深鉢形土器に共通する土器である。連続刻目や、大きなブタ鼻状の癌が付け

られている。１２には刺突文が曲線的に連続し、その上に大豆大の癌がつく。１３は入り組み沈線の土器で、２

個１単位の癌がある。いずれも黒褐色を呈する。１４は「く」の字形口縁の深鉢形土器と思われ、口縁部に凹

線状の沈線が走る。沈線の上下には刺突文が連続している。以上は後期後半の土器である。１５は深鉢形土器

の口縁部破片◎屈折部に有刻の凸帯がめぐり、口唇との間に沈線が施される。凸帯と口唇とを結び、痛状の

隆帯が張り付けられ、小突起となっている。１６は平行沈線と縄文とで飾られる土器であり、口唇に押圧が連

続するｏｌ７は沈線により、玉抱き三叉文と思われる文様がつけられている。１８は浅鉢形土器で、口唇部に隆

帯による背中合わせの弧状文が連続する。この部分には赤彩が施されている。１８は塊形の土器であろう。鍵

の手が連続するような沈線がめぐっている。２０は口縁に有刻の凸帯がめぐり、以下入り組み沈線がつけられ

ている。以上は、晩期前半の土器である。特に20は清水天王山式土器で、１５もその一群であろう。

②第２ブロック

第１ブロックとは約２ｍ離れている。東西８ｍ・南北10ｍの規模で、北から南に傾斜しており、北端と南

端との比高差は80qnである。南一北の中間に、大きめの石列が東西に走っているが、これについては、第３。

４ブロックのＣ・Ｄ区にも東西に走る石列が認められ、これと共通した「第１号配石の基礎」的なものかも

しれない。
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P239③上差しかえ
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